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１ システム概要

madric success は、営業見積システムです。
A's の数量算出と連携し、自動拾いにより、簡単に素早く見積書を作成できます。
設定内容をまとめたマスターを使用し、タイプやテンプレートを切り替えながら、複数提案することが可能です。

madric success の活用例

プレゼンボードと同時に見積書を提示

⽯川 六郎 様

No. 項 ⽬ 仕 様 数 量 単位 単 価 ⾦ 額

12 ケイ酸カルシウム板ｧ6.0m/m 6.0*910*1820 29.00 枚 850 24,650

13 ⽯膏ボードｧ12.5m/m 12.5*910*1820 109.00 枚 1,360 148,240

14 化粧フロア合板ｧ12.0 12.0*303*1818 84.47 ㎡ 4,000 337,880

15 収納階段 1.00 ｾｯﾄ 90,000 90,000

16 ⽊製⼱⽊ 60*35*4000 75.00 本 2,060 154,500

17 ⽊製廻り縁 40*40*4000 27.00 本 1,450 39,150

18 ウッドデッキ 6.62 ㎡ 12,000 79,440

⽊⼯事 ⼩計 13,334,140

[1-4] 屋根⼯事

1 カラーベスト葺 平部・役物共 118.81 ㎡ 3,920 465,735

2 硬質塩ビ製⾓樋 竪樋 13.05 m 1,800 23,490

3 硬質塩ビ製半丸105φ 軒樋 17.52 m 1,800 31,536

4 アスファルトルーフィング 22Kg/㎡ 118.81 ㎡ 300 35,643

屋根⼯事 ⼩計 556,404

[1-5] 板⾦⼯事

1 ⽔切鋼鈑ｧ0.4加⼯ 78.26 m 500 39,130

2 笠⽊鋼鈑ｧ0.4加⼯ 38.70 m 1,000 38,700

板⾦⼯事 ⼩計 77,830

[1-6] 外装⼯事

1 防⽕サイディング(レンガ調) 284.10 ㎡ 4,000 1,136,400

2 防⽕サイディング(レンガ調) コーナー役物L=3000 22.00 本 1,500 33,000

3 防⽔シート 外壁下地 284.10 ㎡ 480 136,368

4 セラミック破⾵板H=210 無塗装品L=4000 8.00 本 3,000 24,000

外装⼯事 ⼩計 1,329,768

[1-7] 防⽔⼯事

1 FRP防⽔ 54.65 ㎡ 7,800 426,270

防⽔⼯事 ⼩計 426,270

[1-8] 左官⼯事

1 モルタル⾦鏝押エｧ30 4.70 ㎡ 2,500 11,750

2 ジュラク塗 ラスボード⾯ 19.59 ㎡ 2,273 44,528

左官⼯事 ⼩計 56,278

株式会社シーピーユー
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⽯川 六郎 様

No. 項 ⽬ 仕 様 数 量 単位 単 価 ⾦ 額

[1] 本体⼯事

[1-1] 仮設⼯事

1 ⽔盛・遣り⽅ 116.76 ㎡ 480 56,045

2 内部養⽣ 188.80 ㎡ 1,200 226,560

3 外部⾜場 264.69 ㎡ 1,800 476,442

4 外部養⽣ 264.69 ㎡ 600 158,814

5 仮設電⼒ 1.00 式 60,000 60,000

6 仮設⽔道 1.00 式 60,000 60,000

7 仮設トイレ 1.00 式 120,000 120,000

8 運搬費 1.00 式 120,000 120,000

9 ⽚付け清掃費 188.80 ㎡ 1,020 192,576

仮設⼯事 ⼩計 1,470,437

[1-2] 基礎⼯事

1 ベタ基礎⽴上 外周部 47.32 m 12,000 567,840

2 ベタ基礎⽴上 内部 77.23 m 12,000 926,760

3 ベタ基礎底盤 139.49 ㎡ 12,000 1,673,880

4 ⼟間コン 21.53 ㎡ 7,200 155,016

5 基礎パッキンロング 132.00 m 2,160 285,120

6 床束 鋼製束 58.00 箇所 1,800 104,400

7 アンカーボルト φ13 100.00 450 45,000

8 防⽔シート 基礎 139.49 ㎡ 480 66,955

9 運搬費 1.00 式 62,000 62,000

基礎⼯事 ⼩計 3,886,971

[1-3] ⽊⼯事

1 構造材 ⼟台・梁・桁・柱等 188.80 ㎡ 10,800 2,039,040

2 プレカット加⼯費 188.80 ㎡ 4,800 906,240

3 ⼤⼯⼿間 188.80 ㎡ 43,200 8,156,160

4 補⾜材 釘・⾦物等 188.80 ㎡ 1,800 339,840

5 運搬費 1.00 式 80,000 80,000

6 棟上レッカー 1.00 式 250,000 250,000

7 ラワン合板ｧ12m/m 12.0*910*1820 47.00 枚 1,880 88,360

8 ラワン合板ｧ9.0m/m 9.0*910*1820 96.00 枚 1,520 145,920

9 構造⽤合板ｧ12m/m 12.0*910*1820 104.00 枚 1,580 164,320

10 ⽯膏ボードｧ9.5m/m 9.5*910*1820 55.00 枚 1,200 66,000

11 構造⽤合板ｧ15m/m 15.0*910*1820 136.00 枚 1,650 224,400
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⽯川 六郎 様

⼯ 事 件 名： ⽯川六郎様邸新築⼯事
⼯ 事 場 所： ⽯川県⾦沢市⻄泉地内
⾒積有効期限： 発⾏⽇より１ヶ⽉
受け渡し期⽇： 別途打ち合わせ
別 途 ⼯ 事：

御⾒積⾦額
⼯事⾦額 ： 32,000,000 円
消費税額 ： 3,200,000 円
合計⾦額 ： 35,200,000 円

No 項 ⽬ 数 量 単 位 ⾦ 額
1 本体⼯事 1 式 25,655,694
2 設備⼯事 1 式 4,539,600
3 諸経費 1 式 1,947,200

値引き -142,494
⼩計 32,000,000
消費税(10.0%) 3,200,000

合 計 ⾦ 額 35,200,000

備 考

株式会社シーピーユー
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御 ⾒ 積 書 ⾒積No. 20230601-001
発⾏⽇ 2023年06⽉01⽇

株式会社シーピーユー
〒921-8043
⽯川県⾦沢市⻄泉
TEL.076-280-8001
担 当： 野々市花⼦
連絡先： 090-0000-0000

課⻑ 担当者

タイプ別に提案
木造 2 階建て タイプ 1

標準搭載のマスターに
複数のタイプを登録済み

A's でプレゼンボード作成 同じプランから見積書作成

⽯川 六郎 様

No. 項 ⽬ 仕 様 数 量 単 位 単 価 ⾦ 額

[1] 本体⼯事

[1-1] 仮設⼯事

1 ⽔盛・遣り⽅ 116.76 ㎡ 480 56,045

2 内部養⽣ 188.80 ㎡ 1,200 226,560

3 外部⾜場 264.69 ㎡ 1,800 476,442

4 外部養⽣ 264.69 ㎡ 600 158,814

5 仮設電⼒ 1.00 式 60,000 60,000

6 仮設⽔道 1.00 式 60,000 60,000

7 仮設トイレ 1.00 式 120,000 120,000

8 運搬費 1.00 式 120,000 120,000

9 ⽚付け清掃費 188.80 ㎡ 1,020 192,576

仮設⼯事 ⼩計 1,470,437

[1-2] 基礎⼯事

1 ベタ基礎⽴上 外周部 47.32 m 12,000 567,840

2 ベタ基礎⽴上 内部 77.23 m 12,000 926,760

3 ベタ基礎底盤 139.49 ㎡ 12,000 1,673,880

4 ⼟間コン 21.53 ㎡ 7,200 155,016

5 基礎パッキンロング 132.00 m 2,160 285,120

6 床束 鋼製束 58.00 箇所 1,800 104,400

7 アンカーボルト φ13 100.00 450 45,000

8 防⽔シート 基礎 139.49 ㎡ 480 66,955

9 運搬費 1.00 式 62,000 62,000
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⽯川 六郎 様

No 項 ⽬ 数 量 単 位 ⾦ 額
1 本体⼯事 1 式 25,655,694
2 設備⼯事 1 式 4,539,600
3 諸経費 1 式 1,947,200

値引き -142,494
⼩計 32,000,000
消費税(10.0%) 3,200,000

合 計 ⾦ 額 35,200,000
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御⾒積内訳書 ⾒積No. 20230601-001
発⾏⽇ 2023年06⽉01⽇

⽯川 六郎 様

御 ⾒ 積 書 ⾒積No. 20230601-001
発⾏⽇ 2023年06⽉01⽇

御⾒積⾦額 35,200,000 円也
上記⾦額には消費税等が含まれています。

⼯ 事 件 名： ⽯川六郎様邸新築⼯事
⼯ 事 場 所： ⽯川県⾦沢市⻄泉地内
⾒ 積 有 効 期 限： 発⾏⽇より１ヶ⽉
受 け 渡 し 期 ⽇： 別途打ち合わせ
別 途 ⼯ 事：

備 考

株式会社シーピーユー
〒921-8043
⽯川県⾦沢市⻄泉
TEL.076-280-8001
担 当： 野々市花⼦
連絡先： 090-0000-0000

課⻑ 担当者

木造 2 階建て タイプ 2

⽯川 六郎 様

No. 項 ⽬ 仕 様 数 量 単 位 単 価 ⾦ 額

[1] 本体⼯事

[1-1] 仮設⼯事

1 ⽔盛・遣り⽅ 116.76 ㎡ 480 56,045

2 内部養⽣ 188.80 ㎡ 1,200 226,560

3 外部⾜場 264.69 ㎡ 1,800 476,442

4 外部養⽣ 264.69 ㎡ 600 158,814

5 仮設電⼒ 1.00 式 60,000 60,000

6 仮設⽔道 1.00 式 60,000 60,000

7 仮設トイレ 1.00 式 120,000 120,000

8 運搬費 1.00 式 120,000 120,000

9 ⽚付け清掃費 188.80 ㎡ 1,020 192,576

仮設⼯事 ⼩計 1,470,437

[1-2] 基礎⼯事

1 ベタ基礎⽴上 外周部 47.32 m 12,000 567,840

2 ベタ基礎⽴上 内部 77.23 m 12,000 926,760

3 ベタ基礎底盤 139.49 ㎡ 12,000 1,673,880

4 ⼟間コン 21.53 ㎡ 7,200 155,016

5 基礎パッキンロング 132.00 m 2,160 285,120

6 床束 鋼製束 58.00 箇所 1,800 104,400

7 アンカーボルト φ13 100.00 450 45,000

8 防⽔シート 基礎 139.49 ㎡ 480 66,955

9 運搬費 1.00 式 62,000 62,000

株式会社シーピーユー

1/8

御⾒積明細書 ⾒積No. 20230601-001
発⾏⽇ 2023年06⽉01⽇

⽯川 六郎 様

No 項 ⽬ 数 量 単 位 ⾦ 額
1 本体⼯事 1 式 29,866,669
2 設備⼯事 1 式 4,980,600
3 諸経費 1 式 1,947,200

値引き 144,469
⼩計 36,650,000
消費税(10.0%) 3,665,000

合 計 ⾦ 額 40,315,000

株式会社シーピーユー

1/1

御⾒積内訳書 ⾒積No. 20230601-001
発⾏⽇ 2023年06⽉01⽇

⽯川 六郎 様

御 ⾒ 積 書 ⾒積No. 20230601-001
発⾏⽇ 2023年06⽉01⽇

御⾒積⾦額 40,315,000 円也
上記⾦額には消費税等が含まれています。

⼯ 事 件 名： ⽯川六郎様邸新築⼯事
⼯ 事 場 所： ⽯川県⾦沢市⻄泉地内
⾒ 積 有 効 期 限： 発⾏⽇より１ヶ⽉
受 け 渡 し 期 ⽇： 別途打ち合わせ
別 途 ⼯ 事：

備 考

株式会社シーピーユー
〒921-8043
⽯川県⾦沢市⻄泉
TEL.076-280-8001
担 当： 野々市花⼦
連絡先： 090-0000-0000

課⻑ 担当者
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A's と連動の流れ
A's と連動させる場合は、以下の流れで操作します。

・A's にて、物件データ（プラン図、屋根伏図
は必須）を入力します。

・数量算出は、madric success の起動時に自
動実行されますので、A's で実行しなくても
かまいません。

A's プラン入力

・クイックメニュー、またはメインメニュー

の ( 営業見積 ) をクリックします。

madric success 起動

・見積書を、必要に応じて編集します。
・明細追加、入替え、単価設定、メモ入力、

値引き設定等が可能です。
・タイプ、テンプレートの切り替えにより、

複数の見積書作成も可能です。

見積書編集

・作成した見積書を出力します。
・保存することで、読み込んで編集すること

ができます。

見積書出力、保存

・見積書情報（見積名、工事名、有効期限など）
会社情報、担当者情報を入力します。

・見積書作成を実行します。

見積書概要、見積書作成
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数量算出の CSV 保存

A's と madric success の連携では、A's の数量算出で自動的に保存される CSV ファイルを使用します。
数量算出を起動すると、自動集計処理が実行され、数量算出項目が表示されますが、このとき、算出結果が一括で自動保存
されます。

数量算出

クイックメニュー、またはメインメニューの
( 数量算出 ) をクリックします。

＊メインメニューでは「見積・積算」タブにあり
ます。

数量算出の注意事項が表示されるので、内容をご確
認の上、「閉じる」をクリックしてください。
数量算出の画面が表示されます。

閉じる

数量算出の画面で、「ファイル」⇒「名前を付けて保存」
を選択すると、保存済みのファイルを確認できます。
データは、A's インストール先の「WORK ￥SEKISAN」
フォルダーに、CSV 形式で保存されます。
なお、「WORK ￥SEKISAN」フォルダーのデータは、
物件保存までの一時的なデータです。
物件保存により、正式に保存されます。

WORK ￥SEKISAN

お気に入り .csv
建具 .csv
数量計算 .csv
全体数量 .csv
全部品 .csv
電設 .csv
部屋 1F.csv
部屋 2F.csv
部品 .csv
木材 .csv

A's から madric success を起動すると、数量算出が自動で実行され、CSV ファイルも自動で保存されます。

また、madric success のメイン画面では ( 数量更新 ) により、CSV ファイルも更新されます。

  madric success 起動時の数量算出実行、数量更新

名前を付けて保存
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マスターについて

madric success では、A's の CSV ファイルとマスターを使用して、見積書を作成します。
マスターとは、見積書作成に関する設定内容の一式です。
タイプ、テンプレート、明細、構成品、単位などの各種設定が含まれます。

一つのシステムに複数のマスターを登録し、切り替えて使うこともできます。
「○○マスター」と呼ぶものは、○○の設定をまとめたものです。

タイプとは
複数のテンプレートで構成される集まりです。
見積書の明細一式がそろうように、テンプレートを構成します。

テンプレートとは
複数の明細で構成される集まりです。
グレードや工事科目などに応じて作成します。

構成品とは
A's の数量算出で自動的に保存される CSV ファイルの内容を指定の条件で絞込み、集計した数量情報です。
明細の数量根拠として指定します。

マスター マスター

マスター

構成品 科目 発注先 単位

構成品設定

タイプ

テンプレート

明細（部材）

タイプ

テンプレート

明細（部材）

＊複数のマスターを登録することも可能

＊複数のテンプレートで構成

＊複数の明細で構成

＊明細の数量根拠

＊設定内容の一式

マスターを標準搭載

madric success には、マスターが標準搭載されています。
マスターの作成作業をしなくても、すぐに見積書作成を実行することができます。
マスターの作成・編集は自由にできますので、標準搭載のマスターを、自社仕様のマスターに編集することも可能です。

詳細は、第 4 章「マスター設定」をご覧ください。
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Madric Drive 連携

Madric Drive とは

Madric Drive は、インターネット環境があればどこからでもアクセスができる、クラウド型データ共有サービスです。
A's で入力した物件データを圧縮することなく、そのままクラウド上に保存・共有ができます。
また、A's で作成した各種パースなどの画像データや、プレゼンボードデータをはじめ、Microsoft Office データ（Word、
Excel、PowerPoint）や、JW-CAD などの汎用 CAD データも保存可能です。
さらに、データ保存だけではなく、お施主様や協力業者向けに専用ページを公開して情報共有やコミュニケーションを図る
こともできます。

Madric Drive を標準搭載

madric success には、Madric Drive が標準搭載されています。
madric success の各種マスターやデータを、Madric Drive に保存でき、管理および共有できます。

＊ madric success の契約プランに応じて、Madric Drive の保存容量が異なります。

・マスター
・見積データ
・PDF データ PDF データは、

お施主様の PC・タブレット・
スマートフォンで閲覧可能

詳細は、第 5 章「Madric Drive 連携」をご覧ください。

ファイルや通信は暗号化されており、安全にデータのやり取りが可能です。
データは国内の複数施設で保管されるため、バックアップも安心です。
クラウド上にデータ保存されるため、BCP( 事業継続計画 ) 対策としても有効です。

BCP 対策やプライバシー面でも安心

クラウド保存 マスター、見積データを
管理、共有
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物件の読み込み

　サンプル物件を読み込みましょう。

① A's を起動し、物件管理の画面を表示する
②サンプル物件の顧客「西泉太郎」をクリック
③「トレーニング」をダブルクリック

＊プランの位置は異なる場合があります。
④「建具部材指定配置」についてメッセージが

表示された場合は、内容をご確認の上「OK」
をクリック

＊物件概要が表示されます。
⑤「OK」をクリック

＊プラン図の画面とメインメニューが表示さ
れます。

　動作設定により、プラン図は表示されない
場合もあります。

入門トレーニング
madric success を初めてお使いになる方のために、起動から見積書出力までを、トレーニング形式で説明します。
A's に標準搭載されているサンプル物件、顧客「西泉太郎」のプラン⇒「トレーニング」を使用します。

ダブルクリック３

２

５

４

madric success の起動

クイックメニュー、またはメインメニューの ( 営業見積 ) を
クリックします。

＊メインメニューでは「見積・積算」タブにあります。

営業見積
営業見積

見積・積算

ここではサンプル物件を使用していますが、プラン図、屋根伏図が入力済みであれば、
どの物件を使用してもかまいません。
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見積書概要

A's から madric success を起動すると、見積書概要の
ダイアログが表示されます。
初回起動時は、新規マスター名の入力になります。

新規マスター名
標準搭載の madric success オリジナルのマスターに、
任意のマスター名を付けてください。

見積書概要

＊マスター名は、マスター設定で変更できます。

会社情報
会社情報を新規登録します。

①会社情報の「参照」をクリック
＊会社選択のダイアログが表示されます。

②「マスター編集」をクリック
＊会社マスター編集のダイアログが表示されます。

会社選択 会社マスター編集

１

２

会社情報、担当者情報は、初期設定されていません。
見積書の出力で必要な情報になりますので、以下で説明する手順で登録してください。

  最初に会社情報、担当者情報の登録を
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③会社マスター情報を入力（右の表を参照）
＊入力欄をクリックすると、入力できる状態に

なります。
＊御社の情報を入力してください。
　以下の例では、弊社の情報を入力しています。

④「登録」をクリック
＊確認のメッセージが表示されます。

⑤「OK」をクリック
＊会社マスターに登録されます。

５

登録名 直接入力（＊必須入力項目）
会社名 〃　　（＊必須入力項目）
代表者 〃
支店名 〃
郵便番号 〃
住所 1 郵便番号から自動入力（修正可）
住所 2 直接入力
電話番号 〃
FAX 番号 〃
URL 〃
メールアドレス 〃
メモ 1 〃
メモ 2 〃
社判 画像データ (png ファイル ) を準備し、

「参照」ボタンから選択

会社マスター情報

＊社判は、png ファイルのみ対応しています。
　透過した png ファイルを推奨します。

社判の例

３

入力欄をクリック

会社マスターに登録
会社情報に表示

⑥「マスター編集終了」をクリック
＊会社選択のダイアログに戻ります。

⑦「OK」をクリック
＊見積書概要のダイアログに戻ります。
＊登録した会社情報が表示されます。

６
７

４

入力例
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担当者情報
担当者情報を新規登録します。

①担当者情報の「参照」をクリック
＊担当者選択のダイアログが表示されます。

②「マスター編集」をクリック
＊担当者マスター編集のダイアログが表示されます。

担当者選択 担当者マスター編集

１
２

③担当者マスター情報を入力（右の表を参照）
＊入力欄をクリックすると、入力できる
　状態になります。

④「登録」をクリック
＊確認のメッセージが表示されます。

⑤「OK」をクリック
＊担当者マスターに登録されます。

３

印章の例

登録名 直接入力（＊必須入力項目）
会社マスター 会社マスターから選択
担当者名 直接入力（＊必須入力項目）
担当者電話番号 〃
担当者メール 〃（メールアドレスを入力）
メモ 1 〃
メモ 2 〃
印章 画像データ (png,jpg,gif ファイル ) を

準備し、「参照」ボタンから選択

担当者マスター情報

４

５

⑥「マスター編集終了」をクリック
⑦担当者選択のダイアログに戻るので、「OK」をクリック

＊見積書概要のダイアログに戻ります。
＊登録した担当者情報が表示されます。

担当者マスターに登録

担当者情報に表示

６ ７

入力例
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見積書情報
見積書情報は、直接入力します。A's の物件概要から転記される項目もあります。
入力欄でカーソルが点滅します。入力欄は、クリックで切り替えてください。Tab キーでも切り替えが可能です。

見積名 直接入力（保存時のファイル名初期値）
工事名 物件概要から転記（直接入力も可）
工事場所 〃
施主名 〃
施主住所 〃
見積 No. 直接入力
見積発行日 作成日を自動表示

（直接変更、 でカレンダーから選択可）

有効期限 直接入力（ でカレンダーから選択可）

受け渡し期日 直接入力（ でカレンダーから選択可）
別途工事 直接入力

入力項目

A's の物件概要から、以下の項目を転記します。
（ ）内が物件概要の項目名です。

・工事名 （基本情報－プラン名）
・工事場所 （計画概要－敷地概要－住居表示）
・施主名 （基本情報－施主名）
・施主住所 （基本情報－建築主現住所）

物件概要から転記

入力例

入力欄をクリック

タイプ
タイプは、登録済みのタイプマスターから選択します。
ここでは、「木造 2 階建て タイプ 1」を選択しています。

木造 2 階建て タイプ 1

見積作成
見積書概要を入力後は、「見積作成」をクリックしてください。
見積書作成後、madric success のメイン画面が表示されます。

見積作成

見積書情報入力後は、
タイプの選択へ

見積作成へ
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見積書編集

見積書概要ダイアログの「見積作成」をクリックすると、メイン画面が表示されます。
見積書を、必要に応じて編集します。

メイン画面

メイン画面の初期表示では、科目集計が表示されます。
左側のツリーから科目を選択すると、明細が表示されます。

見積書編集の操作説明は、ここでは省略します。
詳細は、第 3 章「見積書作成」をご覧ください。
マスターの編集等は、第 4 章「マスター設定」をご覧ください。

科目を選択

科目集計

明細

madric success では、A's の CSV ファイルとマスターを使用して、見積書を作成します。
本マニュアルで使用しているマスターは、開発中のもののため、製品版での見積項目、見積金額
とは異なる場合があります。あらかじめご了承ください。

  マスターにより見積項目、見積金額が異なる
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見積書出力

編集した見積書を出力します。

事前チェック
出力の前に、0 円単価、0 以下の数量を確認します。

① ( 事前チェック ) をクリック、または「出力」⇒「事前チェック」を選択

＊事前チェックのダイアログにチェック結果が表示されます。
　この例では、サッシ工事に「売単価」0 円の項目があります。

②チェック結果の項目をクリック
＊該当する項目にジャンプします。
＊ここでは修正しませんが、「売単価」を入力してもかまいません。

③確認後は、チェック結果の確認を ON( ) にする
④「閉じる」をクリック

１

該当する科目に ●

該当する項目にジャンプ

２

３

４
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詳細合計 ( 設定変更 )
値引き設定等を確認し、必要に応じて変更します。

① ( 詳細合計 ) をクリック、または「出力」⇒「詳細合計」を選択

＊詳細合計のダイアログが表示されます。
　ダイアログの上部に、現在設定されている値引き対象と粗利対象が表示されます。

②「設定変更」をクリック
③「環境設定」の「詳細合計設定」タブが表示されるので、値引き対象と粗利対象を変更

＊例えば、値引き対象、粗利対象ともに「税込」に変更します。
④「OK」をクリック

＊ダイアログの表示が、「値引き対象：税込　粗利対象：税込」になります。

１

現在の設定

２

３
４

値引き対象：税込　粗利対象：税込
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印刷設定
見積書出力に関する設定を行います。

① ( 印刷 ) をクリック、または「出力」⇒

　「印刷」を選択
＊印刷設定のダイアログが表示されます。

②例えば、以下のように設定

印刷形式 ･･･････････A4 縦
担当者電話番号 ･････あり
社判 ･･･････････････あり
確認印欄 ･･･････････あり
内訳項目 ･･･････････1 階層

③確認印欄の「設定」をクリック
＊確認印欄出力設定のダイアログが表示されます。

④例えば、以下のように設定

欄の数 ･･･････2
欄の名称 ･････あり
名称設定 ･････課長、担当者
印章設定 ･････担当者に設定

⑤「OK」をクリック
＊確認印欄にプレビューが表示されます。

１

３

２

４

５

確認印欄のプレビュー

「初期値に設定」をクリックすると、
現在の印刷設定を初期値に設定します。

詳細合計 ( 値引き逆算 )
見積金額を固定して、逆算により値引きを設定してみましょう。
ダイアログは、「値引き対象：税込　粗利対象：税込」の例です。

①「見積金額合計 [A"] を固定」を ON( ) にする
②見積金額合計 [A"] の欄をクリックすると入力できる状態になるので、金額を入力
③「再計算」をクリック

＊値引き、消費税額、粗利金額が再計算されます。
＊「リセット」をクリックすると、値引きが「0」の状態に戻ります。

④「OK」をクリック

３

２
再計算される

１

４
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印刷
「PDF 保存」は OFF( ) であることを確認し、「印刷」をクリックしてください。
既定のブラウザに見積書がプレビューされます。

ご使用のブラウザにより表示は異なります。
動作確認済みのブラウザは、Google Chrome と
Microsoft Edge です。印刷

印刷は、ブラウザ上で実行します。
印刷方法は、ご利用のブラウザにより異なります。ご利用のブラウザの印刷方法に従ってください。
例えば Google Chrome の場合は、Ctrl ＋ P キーを押す、または画面右上の をクリックし「印刷」を選択すると、
印刷の画面が表示されます。

印刷

印刷メニュー

印刷の画面

印刷後は、ブラウザを閉じて、印刷設定のダイアログの「キャンセル」
をクリックしてください。

キャンセル

見積書を、Excel 形式で出力することも可能です。
詳細は、【P.52 ～】をご覧ください。

Excel 出力

送信先を「PDF に保存」に設定すると、PDF ファ
イルに保存することができます。
また、印刷設定のダイアログの「PDF 保存」に
チェックを入れた場合も、PDF ファイルに保存す
ることができます。

PDF 出力
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見積書保存

編集中の見積書を保存します。

① ( 上書き保存 ) をクリック

＊一度も保存していないので、名前を付けて保存のダイアログが表示されます。
＊「ファイル」⇒「上書き保存」、または「名前を付けて保存」を選択してもかまいません。

②保存先、ファイル名を設定し「保存」をクリック

保存先の初期設定は、A's インストール先の「DATA」フォルダーです。
「設定」⇒「環境設定」⇒「基本設定」の「見積書保存場所」で変更できます。
見積書情報の見積名が入力されている場合は、ファイル名に表示されます。

madric success の終了

見積書の編集を終了し、メイン画面を閉じます。
「ファイル」⇒「終了」を選択します。タイトルバー右端の ( 閉じる ) をクリックしてもかまいません。

保存に関するメッセージが表示されます。
ここでは、保存済みなので「保存しない」でかまいません。
なお、保存後に見積書を編集した場合は、「保存」をクリックして
ください。

閉じる

１

DATA

見積名

２

保存しない
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madric success の単独起動
madric success は、A's と連動する場合は、A's のメニューから起動しますが、単独起動も可能です。

デスクトップ上に自動作成されたショートカット (madric success) をダブルクリックします。
スタート画面が表示されます。

デスクトップの画面表示は、ご使用のパソコンにより
異なる場合があります。

ダブルクリック

madric success は、A's がインストールされていない環境でも動作させることができます。
複数の PC でマスターを統一することで、見積書を共有することができます。

madric success 単独版について

新規マスター名
A's から起動、単独起動のいずれかの初回起動時に、新規マスター名の入力
になります。
標準搭載の madric success オリジナルのマスターに、任意のマスター名を
付けてください。

マスターの編集等は、第 4 章「マスター設定」をご覧ください。
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スタート画面

madric success を単独起動すると、スタート画面が表示され、３つの処理を選択することができます。

新規作成
新たに見積書を作成する場合は、「新規作成」をクリックします。
見積書概要のダイアログが表示されますので、見積書情報、会社情報、
担当者情報を入力し「見積作成」をクリックしてください。
madric success のメイン画面が表示されます。

見積書概要は、メイン画面でも確認修正が可能です。
詳細は、第 2 章「見積書概要」をご覧ください。

開く (PC から )
「開く」をクリックすると、見積データの読込先選択の画面が表示されます。
PC に保存済みの見積書を開く場合は、「PC から」をクリックしてください。
ダイアログが表示されますので、ファイルを選択し「開く」をクリックします。
madric success のメイン画面が表示されます。

保存済みの見積書は、見積書作成時のマスターとリンクしています。
見積書を開いた際に、リンクしているマスターが存在しない場合は、
警告が表示されます。
明細の追加・入替、マスター登録・反映は利用できません。

  マスターが異なる場合

PC から
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マスター設定
「マスター設定」をクリックすると、マスター設定のダイアログが表示され、各種マスターの設定が可能です。

詳細は、第 4 章「マスター設定」をご覧ください。

開く ( クラウドから )
「開く」をクリックすると、見積データの読込先選択の画面が表示されます。
Madric Drive から見積データ (*.mit) をダウンロードする場合は、「クラウドから」をクリックしてください。
Madric Drive のログイン画面が表示されますので、使用者の ID・パスワードを入力し、「ログイン」をクリックします。
見積データ選択の画面が表示されますので、見積データを選択し、「OK」をクリックします。
見積データが読み込まれ、madric success のメイン画面が表示されます。

ログイン

クラウドから

詳細は、第 5 章「Madric Drive 連携」をご覧ください。
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２ 見積書概要

見積書概要の入力について説明します。
見積書概要のダイアログは、以下のいずれかの操作で表示されます。

・A's のクイックメニュー、またはメインメニューの ( 営業見積 ) をクリック

・スタート画面にて、「新規作成」をクリック

・メイン画面にて、 ( 見積書概要 ) をクリック、または「ファイル」⇒「見積書概要」を選択

・メイン画面にて、「ファイル」⇒「新規」を選択

新規作成

スタート画面 見積書概要

メイン画面

見積書概要

メイン画面の「見積書概要」から開いた場合は、タイプの選択、
「タイプマスター編集」、「見積作成」ボタンはありません。
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見積書情報
見積書情報は、直接入力します。A's から起動した場合は、物件概要から転記される項目もあります。

見積名 直接入力（保存時のファイル名初期値）
工事名 物件概要から転記（直接入力も可）
工事場所 〃
施主名 〃
施主住所 〃
見積 No. 直接入力
見積発行日 作成日を自動表示

（直接変更、 でカレンダーから選択可）

有効期限 直接入力（ でカレンダーから選択可）

受け渡し期日 直接入力（ でカレンダーから選択可）
別途工事 直接入力

見積書情報
入力項目

入力例
＊入力内容は、見積書の出力時に反映します。

入力欄をクリック

＊入力欄でカーソルが点滅します。
　入力欄は、クリックで切り替えてください。 A's の物件概要から、以下の項目を転記します。

（ ）内が物件概要の項目名です。

・工事名 （基本情報－プラン名）
・工事場所 （計画概要－敷地概要－住居表示）
・施主名 （基本情報－施主名）
・施主住所 （基本情報－建築主現住所）

物件概要から転記

⽥中 三郎 様

⼯ 事 件 名： ⽥中三郎様邸新築⼯事
⼯ 事 場 所： ⽯川県○○市○○町○○-○○
⾒積有効期限： 2023年06⽉末⽇
受け渡し期⽇： 2023年12⽉末⽇
別 途 ⼯ 事： 外構⼯事

御⾒積⾦額
⼯事⾦額 ： 16,898,696 円
消費税額 ： 1,689,869 円
合計⾦額 ： 18,588,565 円

No 項 ⽬ 数 量 単 位 ⾦ 額
1 本体⼯事 1 式 16,298,695
2 諸経費 1 式 600,000

⼩計 16,898,696
消費税(10.0%) 1,689,869

合 計 ⾦ 額 18,588,565

備 考

株式会社シーピーユー

1/1

御 ⾒ 積 書 ⾒積No. 001
発⾏⽇ 2023年06⽉05⽇

株式会社シーピーユー
本社
〒921-8043
⽯川県⾦沢市⻄泉4-60
CPUビル
TEL.076-280-8001
担 当： 野々市花⼦
連絡先： 090-0000-0000

課⻑ 担当者
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見積金額
見積金額は、見積書を作成すると自動的に表示されます。
メイン画面から開いた場合は、金額が表示されます。

見積書作成前 メイン画面から開いた場合

見積金額：まだ 0 円 見積金額：金額を表示

＊見積金額は、見積書の出力時に
反映します。

⽥中 三郎 様

⼯ 事 件 名： ⽥中三郎様邸新築⼯事
⼯ 事 場 所： ⽯川県○○市○○町○○-○○
⾒積有効期限： 2023年06⽉末⽇
受け渡し期⽇： 2023年12⽉末⽇
別 途 ⼯ 事： 外構⼯事

御⾒積⾦額
⼯事⾦額 ： 16,898,696 円
消費税額 ： 1,689,869 円
合計⾦額 ： 18,588,565 円

No 項 ⽬ 数 量 単 位 ⾦ 額
1 本体⼯事 1 式 16,298,695
2 諸経費 1 式 600,000

⼩計 16,898,696
消費税(10.0%) 1,689,869

合 計 ⾦ 額 18,588,565

備 考

株式会社シーピーユー

1/1

御 ⾒ 積 書 ⾒積No. 001
発⾏⽇ 2023年06⽉05⽇

株式会社シーピーユー
本社
〒921-8043
⽯川県⾦沢市⻄泉4-60
CPUビル
TEL.076-280-8001
担 当： 野々市花⼦
連絡先： 090-0000-0000

課⻑ 担当者
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会社情報
会社情報は、会社マスターとして管理します。

「参照」をクリックすると、会社選択のダイアログが表示され、会社マスターの切り替えや編集が可能です。

会社情報 会社選択

会社マスターの切り替え

会社マスター編集へ

社判の確認

会社マスター編集

会社選択のダイアログの「マスター編集」をクリックすると、会社マスター編集のダイアログが表示されます。
会社マスターの新規登録、既存更新、既存削除が可能です。

登録名 直接入力（必須入力項目）
会社名 〃
代表者 〃
支店名 〃
郵便番号 〃
住所 1 郵便番号から自動入力（修正可）
住所 2 直接入力
電話番号 〃
FAX 番号 〃
URL 〃
メールアドレス 〃
メモ 1 〃
メモ 2 〃
社判 画像データ (png ファイル ) を準備し、

「参照」ボタンから選択

会社マスター情報会社マスター編集

会社選択へ戻る

初回起動時は、会社情報は登録されていませんので、マスター編集で新規登録してください。（⇒【P.11,12】参照）

＊社判は、png ファイルのみ対応しています。
　背景色を透過した png ファイルを推奨します。
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新規登録
会社マスターの新規登録は、以下のように操作します。

①既存の会社マスターが存在する場合は、会社マスター
のリストの空白行を選択

＊情報がクリアされ、新規登録しやすくなります。
②会社マスター情報を入力（前ページ参照）
③「登録」をクリック

＊確認のメッセージが表示されます。
④登録してよい場合は「OK」をクリック

＊会社マスターに登録されます。

２

３

４

会社マスターの
リストに追加　

既存更新
会社マスターの既存更新は、以下のように操作します。

①更新する会社マスターを表示
②情報を更新
③「更新」をクリック

＊確認のメッセージが表示されます。
④更新してよい場合は、「OK」をクリック

＊会社マスターが更新されます。

２

４

１

３

既存削除
会社マスターの既存削除は、以下のように操作します。

①削除する会社マスターを表示
②「削除」をクリック

＊確認のメッセージが表示されます。
③削除してよい場合は、「OK」をクリック

＊会社マスターが削除されます。

３

１

２

担当者が存在する会社マスターは削除できません。

会社マスターのリストの空白行を選択すると、
情報をクリアすることができます。

１
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担当者情報
担当者情報は、担当者マスターとして管理します。

「参照」をクリックすると、担当者選択のダイアログが表示され、担当者マスターの編集が可能です。
複数の担当者を登録した場合は、担当者の切り替えや、デフォルトの設定もできます。

担当者情報

担当者選択

担当者マスター編集へ

印章の確認

担当者マスター編集

担当者選択のダイアログの「マスター編集」をクリックすると、担当者マスター編集のダイアログが表示されます。
担当者マスターの新規登録、既存更新、既存削除が可能です

登録名 直接入力（必須入力項目）
会社マスター 会社マスターから選択
担当者名 直接入力
担当者電話番号 〃
担当者メール 〃（メールアドレスを入力）
メモ 1 〃
メモ 2 〃
印章 画像データ (png,jpg,gif ファイル ) を

準備し、「参照」ボタンから選択

担当者マスター情報担当者マスター編集

担当者選択へ戻る

会社

担当者

＊複数の担当者で構成

担当者

＊複数の会社を登録することも可能

会社 会社

会社マスターと担当者マスター

デフォルトに設定

担当者の切り替え

初回起動時は、担当者情報は登録されていませんので、マスター編集で新規登録してください。（⇒【P.13】参照）
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新規登録
担当者マスターの新規登録は、以下のように操作します。

①既存の担当者が存在する場合は、担当者マスターの
リストの空白行を選択

＊情報がクリアされ、新規登録しやすくなります。
②担当者マスター情報を入力（前ページ参照）
③「登録」をクリック

＊確認のメッセージが表示されます。
④登録してよい場合は「OK」をクリック

＊担当者マスターに登録されます。

２

３

４

担当者マスターの
リストに追加　　

既存更新
担当者マスターの既存更新は、以下のように操作します。

①更新する担当者マスターを表示
②情報を更新
③「更新」をクリック

＊確認のメッセージが表示されます。
④更新してよい場合は、「OK」をクリック

＊担当者マスターが更新されます。 ２

４

１

３

既存削除
担当者マスターの既存削除は、以下のように操作します。

①削除する担当者マスターを表示
②「削除」をクリック

＊確認のメッセージが表示されます。
③削除してよい場合は、「OK」をクリック

＊担当者マスターが削除されます。

３

１

２

担当者マスターのリストの空白行を選択すると、
情報をクリアすることができます。

１
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タイプ

タイプマスター編集

タイプは、複数のテンプレートで構成されています。
タイプマスター編集では、各タイプの構成確認、別名保存が可能です。

構成確認
タイプを選択すると、タイプに含まれているテンプレートが表示されます。

タイプの選択

マスターの構成

タイプの選択

テンプレートの構成

マスターの
切り替え　

マスター設定
マスターが複数登録されている場合は、マスターを切り替える
ことができます。

「マスター設定」をクリックすると、マスター設定のダイアログ
が表示され、各種マスターの設定が可能です。

詳細は、第 4 章「マスター設定」をご覧ください。

タイプマスター編集へ

マスター設定へ

タイプは、登録済みのタイプマスターから選択します。
「タイプマスター編集」をクリックすると、タイプマスターの
詳細を確認、編集できます。
マスターが複数登録されている場合は、マスターを切り替える
こともできます。

＊設定内容の一式

テンプレート

テンプレート

テンプレート

＊タイプは、複数のテンプレートで構成され、
　テンプレートの数は、タイプにより異なります。

タイプ

マスター

タイプ

テンプレート

テンプレート

テンプレート

テンプレート テンプレート

ここで選択されているマスターが、「見積作成」の実行時
にリンクされ、以後変更はできません。
保存済みの見積書を開いた際に、リンクしているマスター
が存在しない場合は、警告が表示されます。
明細の追加・入替、マスター登録・反映は利用できません。

  マスターの切り替えは慎重に
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別名保存
既存のタイプのテンプレート構成を変更後、別名を付けて新たなタイプとして追加することができます。
以下のように操作します。

①テンプレート構成を変更
追加 ････右側のテンプレート候補を選択し  をクリック（リストの最後に追加）

削除 ････左側のテンプレートを選択し  をクリック

入替 ････左側のテンプレートと右側のテンプレート候補をそれぞれ選択し  をクリック（複数入替可能）

＊以下は、「木造２階建て タイプ１」の「内装 A」と「内装 B」を入れ替えた例です。

②「保存」をクリック
＊タイプ別名保存の画面が表示されます。

③タイプ名を入力
＊以下の例では、「木造２階建て タイプ１B」と入力しています。
＊必要に応じて、タイプメモを入力します。

④「OK」をクリック
＊タイプマスターに追加されます。

⑤タイプ編集後は、「OK」をクリック
＊見積書概要のダイアログに戻ります。

２

３

４
５

タイプに追加

入替

内装 B

内装 B

内装 A
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見積作成

見積作成

見積書概要を入力後は、「見積作成」をクリックしてください。
見積書作成後、madric success のメイン画面が表示されます。

メイン画面
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３ 見積書作成

madric success のメイン画面での、見積書作成処理について説明します。
見積書概要ダイアログの「見積作成」をクリックすると、メイン画面が表示されます。
また、madric success のスタート画面の「開く」をクリック後、保存済みの見積書を開いた場合も、メイン画面が表示
されます。

メイン画面
madric success のメイン画面は、以下のような構成になっています。

ツールバー

各処理を集めたメニュー

タイトル

アプリケーション名、バージョン、ファイル名

ツールアイコン

よく使う機能をアイコン化

粗利率・見積合計

編集画面

工種別の合計

明細編集ボタン

科目・発注先ツリー

工事別では科目、発注別では発注先をツリーで表示

マスター・タイプ

選択中のマスターとタイプを表示

「設定」⇒「環境設定」⇒「基本設定」で、編集画面の
フォントサイズを設定できます。
8 ～ 18 ピクセルの間で調整できます。初期設定は、
13 ピクセルです。

フォントサイズの設定
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ファイル
メイン画面のファイル処理について説明します。

新規

編集中の見積書を保存、または破棄して、新規の見積書を作成します。

( 新規 ) をクリック、または「ファイル」⇒「新規」を選択すると、確認のメッセージが表示されますので、以下の

いずれかを選択します。

保存 ･･･････････ 見積書を保存してから新規作成に進む
保存しない ･････ 見積書を保存せずに新規作成に進む
キャンセル ･････ 新規作成を中止する

新規作成に進むと、見積書概要のダイアログが表示されます。

見積書概要の詳細は、第 2 章をご覧ください。

ファイル関連アイコン

保存先の初期設定は、A's インストール先の
「DATA」フォルダーです。
「設定」⇒「環境設定」⇒「基本設定」の「見
積書保存場所」で変更できます。
見積書情報の見積名が入力されている場合は、
ファイル名に表示されます。

DATA

見積名

ファイルメニュー

保存 ( ローカルデータ )

madric success で新規作成した見積書、または PC から読み込んだ見積書の場合は、
ファイルメニューに３つの保存方法が表示されます。

上書き保存
現在の状態で上書き保存します。

( 上書き保存 ) をクリック、または「ファイル」⇒「上書き保存」を選択します。

ショートカットキーは、Ctrl ＋ S です。
一度も保存していない場合は、「名前を付けて保存」に進みます。

名前を付けて保存
編集中の見積書に名前を付けて保存します。

「ファイル」⇒「名前を付けて保存」を選択します。
ショートカットキーは、Ctrl ＋ Shift ＋ S です。
ダイアログが表示されますので、保存先、ファイル名
を設定し「保存」をクリックしてください。
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名前を付けてクラウド保存
Madric Drive にアップロードが可能です。

①「ファイル」⇒「名前を付けてクラウド保存」を選択
＊ Madric Drive のログイン画面が表示されます。

②使用者の ID・パスワードを入力し、「ログイン」をクリック
＊事前にログイン済みの場合は、省略されます。
＊クラウド保存の画面が表示されます。

③施主名、プラン名を選択し、ファイル名を入力
④「OK」をクリック

＊見積書が Madric Drive のコンテンツとしてアップロードされます。

２１

３

４

保存 ( クラウドデータ )

Madric Drive から読み込んだ見積書の場合は、ファイルメニューに 2 つの保存方法が
表示されます。

クラウド保存
現在の状態で、クラウドデータを上書き保存します。

名前を付けてクラウド保存
ファイル名を変更して、別データとして保存できます。

「ファイル」⇒「名前を付けてクラウド保存」を選択すると、ファイル名の入力画面になります。

＊施主名、プラン名は変更できません。

クラウドデータを開いているときは、ローカルへの保存はできません。

Madric Drive との連携につきましては、
第 5 章「Madric Drive 連携」をご覧ください。
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数量更新

A's から madric success を起動している場合、プランに変更があった場合に、A's の数量算出を再実行して、数量を更新
します。

( 数量更新 ) をクリック、または「ファイル」⇒「数量更新」を選択します。

見積書概要

見積書概要を確認、変更します。

( 見積書概要 ) をクリック、または「ファイル」⇒「見積書概要」を選択すると、見積書概要のダイアログが表示されます。

終了

見積書の編集を終了し、メイン画面を閉じます。
「ファイル」⇒「終了」を選択します。タイトルバー右端の ( 閉じる ) をクリックしてもかまいません。
確認のメッセージが表示されますので、以下のいずれかを選択します。

保存 ･･･････････ 見積書を保存してから終了する
保存しない ･････ 見積書を保存せずに終了する
キャンセル ･････ 終了を中止する

編集中の見積書が、現物件の「新規作成」のものである場合に実行できます。

スタート画面へ戻る

madric success のスタート画面に戻り、処理を選択し直します。
「ファイル」⇒「スタート画面へ戻る」を選択すると、madric success のスタート画面が表示されます。

スタート画面の詳細は、【P.22】をご覧ください。

詳細は、第 2 章「見積書概要」をご覧ください。
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編集
メイン画面の編集処理について説明します。

明細修正

必要に応じて、明細を修正します。
修正できる項目は、右のとおりです。 見積出力 見積書への出力の有 ( ) 無 ( )

工事項目 直接入力
摘要 〃
数量 直接入力（ダブルクリックで電卓を表示）
単位 単位マスターから選択
原単価 直接入力（ダブルクリックで電卓を表示）
掛率 見積金額の計算に掛率使用の有 ( ) 無 ( )

掛率は直接入力（ダブルクリックで電卓を表示）
売単価 直接入力（ダブルクリックで電卓を表示）
数量根拠 ダブルクリックで数量根拠設定画面へ

修正可能項目

＊修正可能項目をクリックすると、修正できる状態になります。
＊有 ( ) 無 ( ) は、クリックして切り替えます。

＊修正した項目は、異なる色で表示されます。
　以下は、「仮設工事」⇒「仮設電気」を「仮設電気 B」に変更し、原単価と売単価を変更した例です。

異なる色で表示される

修正する項目をクリック

明細は、属性に「明」と表記されています。
属性が「科」の行は科目集計なので、明細
編集の対象外です。
左側のツリーから科目を選択して、明細を
表示してください。

属性「明」が対象

科目を選択

属性

数量根拠設定

＊数量根拠設定の詳細は、
【P.70】をご覧ください。

ダブルクリック

ダブルクリック

＊数量、原単価、掛率、売単価は、
ダブルクリックすると電卓で
入力することができます。
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アンドゥ・リドゥ

( アンドゥ ) ･･････メイン画面を開いてから行った編集内容を、逆順に取り消すことができます。
ショートカットキーは、Ctrl ＋ Z です。

( リドゥ ) ････････アンドゥの逆です。主にアンドゥしすぎた場合に使用します。
ショートカットキーは、Ctrl ＋ Y です。

＊アンドゥ・リドゥは、20 回まで可能です。

明細上下移動

明細行をクリック後、 ( 上へ ) または ( 下へ ) をクリックすることにより、順番を入れ替えます。

上へ・下へ

アンドゥ・リドゥ

移動する行をクリック
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明細追加

明細マスターから明細を選択して追加します。

①科目、または発注先を選択
＊以下の例では、「仮設工事」を選択しています。

②追加する行を指定
＊追加する行は指定しなくてもかまいません。
　追加する行を指定しない場合は、最終行に追加されます。

③「追加」をクリック、または「編集」⇒「明細追加」を選択
＊明細選択の画面が表示されます。
＊選択している科目（ここでは「仮設工事」）で絞り込まれた明細が表示されます。
＊条件を変更し「検索」をクリックすると、絞り込み結果を変更することができます。

④追加する明細を選択
＊以下の例では、「発生材処分費」を選択しています。
＊ Shift キー、Ctrl キーを利用して、複数の明細をまとめて選択することができます。

⑤「OK」をクリック
＊明細が追加されます。
＊自動拾いに該当すれば、数量も入力されます。

２

３

明細が追加される

４

５

明細の絞り込み

１
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明細入替

選択した明細を、明細マスターから選択した明細に入れ替えます。

①明細を選択
＊以下の例では、「外装工事」⇒「防火サイディング ( レンガ調 )」を選択しています。

②「入替」をクリック、または「編集」⇒「明細入替」を選択
＊明細選択の画面が表示されます。
＊選択している科目（ここでは「外装工事」）で絞り込まれた明細が表示されます。
＊条件を変更し「検索」をクリックすると、絞り込み結果を変更することができます。

③入れ替える明細を選択
＊以下の例では、「防火サイディング ( 割石調 )」を選択しています。

④「OK」をクリック
＊明細が入れ替えられます。
＊自動拾いに該当すれば、数量も入力されます。

1

２

明細が入れ替えられる

３

４

明細の絞り込み
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明細削除

明細行をクリック後、「削除」をクリック、または「編集」⇒「明細削除」を選択すると、明細行を削除します。

削除の確認はありません。削除を取り消したい場合は、 ( アンドゥ ) をクリックしてください。

削除する行をクリック

メモ行挿入

メモ行を追加します。
追加する行を選択した状態で「メモ行」をクリック、または「編集」⇒「メモ行挿入」を選択します。
追加する行を指定しない場合は、最終行に追加されます。

例えば、「仮設工事」の 4 行目を選択し、
「メモ行」をクリックすると、4 行目
にメモ行が挿入されます。
メモの内容は、直接入力します。

メモ行が挿入される

メモ行

挿入する行をクリック

削除

＊メモ行は、属性欄に「メ」と表示されます。
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任意入力

任意行を追加します。
追加する行を選択した状態で「任意」をクリック、または「編集」⇒「任意入力」を選択します。
追加する行を指定しない場合は、最終行に追加されます。

例えば、「仮設工事」の 4 行目を選択し、
「任意」をクリックすると、発注先の
選択になりますので、発注先を選択し
て「OK」をクリックしてください。

任意行が挿入される

任意

OK

4 行目に任意行が挿入されます。
任意行の内容は、明細の修正可能項目と
同様に入力します。

挿入する行をクリック

＊任意行は、属性欄に「任」と表示されます。

＊発注別の表示で、任意入力を選択
した場合は、「工事項目」の選択
になります。

任意行の入力項目

＊数量根拠設定の詳細は、【P.70】をご覧ください。

見積出力 見積書への出力の有 ( ) 無 ( )
工事項目 直接入力
摘要 〃
数量 直接入力（ダブルクリックで電卓を表示）
単位 単位マスターから選択
原単価 直接入力（ダブルクリックで電卓を表示）
掛率 見積金額の計算に掛率使用の有 ( ) 無 ( )

掛率は直接入力（ダブルクリックで電卓を表示）
売単価 直接入力（ダブルクリックで電卓を表示）
数量根拠 ダブルクリックで数量根拠設定画面へ
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マスターへ反映・登録

変更した明細情報を、マスターの既存の明細と差し替え、または新しい明細として追加登録します。
任意行を、新しい明細として追加登録することも可能です。

例えば、「仮設工事」⇒「仮設電気」の
原単価と売単価を変更し、工事項目を

「仮設電気 B」に変更したとします。

変更した行を選択して右クリックすると、
「マスターへ反映」、「マスターへ登録」の
メニューが表示されます。

既存の明細が変更される
OK

変更した行を選択して右クリック

マスターへ反映

マスターへ反映
「マスターへ反映」をクリックすると、反映処理後メッセージが表示されますので、「OK」をクリックしてください。

マスターへ登録
「マスターへ登録」をクリックすると、登録処理後メッセージが表示されますので、「OK」をクリックしてください。

＊明細選択の画面で確認すると、既存の明細が変更されています。

新しい明細が追加される

OK

マスターへ登録

＊明細選択の画面で確認すると、新しい明細が追加されています。

変更行の他、任意行もマスターへ
登録することが可能です。
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出力
メイン画面の出力処理について説明します。

事前チェック

0 円単価、0 以下の数量を確認します。

( 事前チェック ) をクリック、または「出力」⇒「事前チェック」を選択すると、事前チェックのダイアログに

チェック結果が表示されます。

事前チェック

売単価 0 円をチェック対象外にする
場合は ON( ) に

チェック内容を確認済みの場合は
ON( ) に

該当する科目に ●

クリック

該当する工事項目にジャンプ

＊事前チェックの各行をクリックすると、
該当する工事項目にジャンプし、素早く
修正することができます。

見積出力が無 ( ) に設定されている行は、事前チェックの対象外です。

リストの確認欄の OFF( ) の項目数を更新
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詳細合計

値引き設定を行います。合計金額を固定し、逆算することも可能です。

( 詳細合計 ) をクリック、または「出力」⇒「詳細合計」を選択すると、詳細合計のダイアログが表示されます。

詳細合計

詳細合計設定へ

現在の消費税率

設定変更
ダイアログの上部に、現在設定されている値引き対象と粗利対象が表示されます。

「設定変更」をクリックすると、「環境設定」の「詳細合計設定」タブが表示され、設定を変更できます。
以下のダイアログは、「値引き対象：税別　粗利対象：税別」の例です。

現在の設定
環境設定

詳細合計設定

消費税設定

値引き対象：税込　粗利対象：税別 値引き対象：税込　粗利対象：税込

税込

税別

税込

税込

設定変更に応じて、表の項目が変わります。以下は、変更例です。

表の右下に現在の消費税率
が表示されます。
消費税率は、「環境設定」の

「消費税設定」タブで、税率、
端数処理を変更できます。
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値引き入力
値引きを入力して設定する場合は、以下のように操作します。
ダイアログは、「値引き対象：税別　粗利対象：税別」の例です。

①値引きの欄をクリックすると入力できる状態になるので、値引き金額を入力
②「再計算」をクリック

＊見積金額合計 ( 税別 )、消費税額、見積金額合計 ( 税込 )、粗利金額が再計算されます。
＊「リセット」をクリックすると、値引きが「0」の状態に戻ります。

値引き逆算
見積金額を固定して、逆算により値引きを設定する場合は、以下のように操作します。
ダイアログは、「値引き対象：税別　粗利対象：税別」の例です。

①「見積金額合計 [A"] を固定」を ON( ) にする
②見積金額合計 [A"] の欄をクリックすると入力できる状態になるので、金額を入力
③「再計算」をクリック

＊値引き、見積金額合計 ( 税別 )、消費税額、粗利金額が再計算されます。
＊「リセット」をクリックすると、値引きが「0」の状態に戻ります。

２

１

再計算される

３

２

再計算される

１
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印刷設定

見積書出力に関する設定を行います。

( 印刷 ) をクリック、または「出力」⇒「印刷」を選択すると、印刷設定のダイアログが表示されます。

印刷

印刷形式
A4 縦、A4 横、実行予算のいずれかに設定します。
実行予算に設定した場合は、内訳項目のみ設定します。

担当者電話番号 ( 連絡先 )
見積書に表示のあり／なしを設定します。

社判
見積書に表示のあり／なしを設定します。
社判の登録は、見積書概要の会社情報で行います。

確認印欄
見積書に表示のあり／なしを設定します。
ありの場合は、以下のように操作して、出力設定を行います。

①「確認印欄」の「あり」をクリック
②「設定」をクリック

＊確認印欄出力設定のダイアログが表示されます。
③以下の項目を設定

欄の数 ･･･････最大４つまで
欄の名称 ･････あり／なしを設定
名称設定 ･････欄の名称がありの場合に入力
印章設定 ･････いずれか 1 ヶ所の欄に設定可能

＊印章の登録は、見積書概要の担当者情報で行います。
④「OK」をクリック

＊確認印欄にプレビューが表示されます。

２

1

３

４

確認印欄のプレビュー

印刷の実行には、担当者情報の入力が必須です。
見積書概要の担当者情報をご確認ください。

（⇒【P.29】参照）
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内訳項目
見積書の内訳に表示させる項目の階層を設定します。
1 階層、2 階層のいずれかに設定します。

備考欄
見積書の備考に出力したい内容がある場合は、入力してください。

初期値に設定
「初期値に設定」をクリックすると、現在の出力設定を初期値に設定します。

1 階層の例 2 階層の例

⽥中 三郎 様

⼯ 事 件 名： ⽥中三郎様邸新築⼯事
⼯ 事 場 所： ⽯川県○○市○○町○○-○○
⾒積有効期限： 2023年06⽉末⽇
受け渡し期⽇： 2023年12⽉末⽇
別 途 ⼯ 事： 外構⼯事

御⾒積⾦額
⼯事⾦額 ： 16,890,909 円
消費税額 ： 1,689,091 円
合計⾦額 ： 18,580,000 円

No 項 ⽬ 数 量 単 位 ⾦ 額
1 本体⼯事 1 式 16,298,695
2 諸経費 1 式 600,000

値引き 7,786
⼩計 16,890,909
消費税(10.0%) 1,689,091

合 計 ⾦ 額 18,580,000

備 考

株式会社シーピーユー

1/1

御 ⾒ 積 書 ⾒積No. 001
発⾏⽇ 2023年06⽉05⽇

株式会社シーピーユー
本社
〒921-8043
⽯川県⾦沢市⻄泉4-60
CPUビル
TEL.076-280-8001
担 当： 野々市花⼦
連絡先： 090-0000-0000

課⻑ 担当者

⽥中 三郎 様

⼯ 事 件 名： ⽥中三郎様邸新築⼯事
⼯ 事 場 所： ⽯川県○○市○○町○○-○○
⾒積有効期限： 2023年06⽉末⽇
受け渡し期⽇： 2023年12⽉末⽇
別 途 ⼯ 事： 外構⼯事

御⾒積⾦額
⼯事⾦額 ： 16,890,909 円
消費税額 ： 1,689,091 円
合計⾦額 ： 18,580,000 円

No 項 ⽬ 数 量 単 位 ⾦ 額
1 本体⼯事 16,298,695
1-1 仮設⼯事 1 式 1,092,086
1-2 基礎⼯事 1 式 1,573,304
1-3 ⽊⼯事 1 式 7,150,490
1-4 屋根⼯事 1 式 328,949
1-5 外装⼯事 1 式 723,898
1-6 左官⼯事 1 式 56,484
1-7 サッシ⼯事 1 式 1,363,200
1-8 ⽊製建具⼯事 1 式 1,052,160
1-9 内装⼯事 1 式 442,388
1-10 雑⼯事 1 式 313,736
1-11 電気設備⼯事 1 式 30,000
1-12 衛⽣設備⼯事 1 式 1,152,000
1-13 住宅設備⼯事 1 式 1,020,000
2 諸経費 600,000
2-1 諸費⽤ 1 式 600,000

値引き 7,786
⼩計 16,890,909
消費税(10.0%) 1,689,091

合 計 ⾦ 額 18,580,000

備 考

株式会社シーピーユー

1/1

御 ⾒ 積 書 ⾒積No. 001
発⾏⽇ 2023年06⽉05⽇

株式会社シーピーユー
本社
〒921-8043
⽯川県⾦沢市⻄泉4-60
CPUビル
TEL.076-280-8001
担 当： 野々市花⼦
連絡先： 090-0000-0000

課⻑ 担当者
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ブラウザでプレビュー

印刷設定のダイアログの「印刷」をクリックすると、既定のブラウザに見積書がプレビューされます。

ご使用のブラウザにより表示は異なります。
動作確認済みのブラウザは、Google Chrome と
Microsoft Edge です。印刷

A4 縦

A4 横

A4 横の例

実行予算

実行予算の例

印刷

印刷

A4 縦の例

印刷を実行する場合は、「PDF 保存」は OFF( ) にしてください。
PDF 保存は OFF に
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ブラウザで印刷

印刷は、ブラウザ上で実行します。
印刷方法は、ご利用のブラウザにより異なります。ご利用のブラウザの印刷方法に従ってください。
例えば Google Chrome の場合は、Ctrl ＋ P キーを押す、または画面右上の をクリックし「印刷」を選択すると、印刷
の画面が表示されます。以下は、A4 縦の例です。

印刷
印刷メニュー

PDF に保存

PDF に保存

送信先を「PDF に保存」に設定すると、保存先、
ファイル名を指定して、PDF ファイルに保存す
ることができます。

印刷の画面

PDF 保存

印刷設定のダイアログの「PDF 保存」を ON( ) にすると、「印刷」
ボタンが「保存」に変わります。
出力形式等を設定し、「保存」をクリックすると、見積書を PDF データ
として保存します。 PDF 保存 ( )

保存

保存先は、A's インストール先の「DATA」フォルダーです。
ファイル名は、見積書情報の見積名が入力されている場合は、

「見積名＋見積書＋日時」になります。
見積名が入力されていない場合は、「見積書＋日時」になり
ます。

保存先、ファイル名
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Excel 出力

見積書を、Microsoft Excel 形式で出力します。Excel にて確認、修正し、印刷することができます。

Excel 2019 以降に対応しています。
お使いの Excel によって画面イメージが異なることがありますので、ご了承ください。

Excel 出力は、以下のように操作します。

① (Excel 出力 ) をクリック、または「出力」⇒「Excel 出力」を選択

＊ Excel 出力のダイアログが表示されます。
②ファイルを選択

＊初期は 4 パターンが標準登録されています。
　以下の例では、「見積書 A4 横サンプル .xlsm」を選択しています。

③内訳に表示させる項目の階層を、1 階層、2 階層のいずれかに設定
④必要に応じて、備考欄を入力
⑤「出力」をクリック

＊ Excel が起動しますが、セキュリティの都合上、マクロが無効にされた状態で起動します。
⑥自動処理を行うために、セキュリティの警告の「コンテンツの有効化」をクリック

＊見積書概要、見積書の各種情報を取り込み、内容を反映した表紙、内訳書、明細書が表示されます。

１

５

２

３

４

６ コンテンツの有効化

自動処理による各種情報の取り込みは、初回起動時のみです。
表紙、内訳書、明細書を表示後は、内容の修正も可能となりますので、取り込みは行われません。
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見積書 A4 横
見積書 A4 横の表紙は、見積書概要から
転記されます。
直接入力することもできます。

「内訳書」シートは、見積書情報の施主名、
見積書 No.、発行日を印刷範囲外に転記し、
そこからテキストボックスにリンクさせて
います。
印刷範囲外のテキストを変更することで、
内訳書にも変更が反映します。

内訳書へ間接転記

直接入力も可能

変更可能

「基本情報」シートに見積書概要の見積書
情報、見積金額、会社情報等を取り込み、

「表紙」シートの転送先のアドレスを指定
しています。

表紙へ直接転記

見積書 A4 横－内訳書

見積書 A4 横－基本情報

見積書 A4 横－表紙



－ 54 －

madric success マニュアル

「明細書」シートも、見積書情報の施主名、
見積書 No.、発行日を印刷範囲外に転記し、
そこからテキストボックスにリンクさせて
います。
印刷範囲外のテキストを変更することで、
明細書にも変更が反映します。

明細書へ間接転記

見積書 A4 縦
見積書 A4 縦の表紙は、内訳書と
共存形式です。
表紙項目は、見積書概要から直接
ではなく、間接的に転記されます。

変更可能

変更可能

「基本情報」シートに見積書概要の各種
情報を取り込み、「表紙」シートの印刷
範囲外に転送先のアドレスを指定して
います。
さらに、そこからテキストボックスに
リンクさせています。
印刷範囲外のテキストを変更すること
で、表紙にも変更が反映します。

表紙へ間接転記

見積書 A4 横－明細書

見積書 A4 縦－基本情報

見積書 A4 縦－表紙
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「明細書」シートも、見積書情報の施主名、
見積書 No.、発行日を印刷範囲外に転記し、
そこからテキストボックスにリンクさせて
います。
印刷範囲外のテキストを変更することで、
明細書にも変更が反映します。

明細書へ間接転記
変更可能

実行予算書 A4 横
実行予算書 A4 横は、内訳書と明細書
で構成されています。

実行予算書 A4 横－内訳書

変更可能

変更可能

「内訳書」シート、「明細書」シートともに、
見積書情報の工事名、発行日を印刷範囲外
に転記し、そこからテキストボックスにリ
ンクさせています。
印刷範囲外のテキストを変更することで、
内訳書・明細書にも変更が反映します。

内訳書・明細書へ間接転記

実行予算書 A4 横－明細書

見積書 A4 縦－明細書
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発注先別の発注書印刷

Excel 出力にて、「発注書 A4 横サンプル .xlsm」を選択すると、発注先別に発注書を作成して印刷が可能です。
以下は、「発注書 A4 横サンプル .xlsm」を選択して出力を実行し、Excel 起動後に「コンテンツの有効化」をクリックした
例です。

発注書リストに、見積書に含まれる発注先が
一覧表示されます。

発注書リスト

対象に〇
発注書を作成する対象に○を付けます。

＊必要に応じて、発行日、納入期限日、
納入場所、支払い条件を指定して
ください。

発注書作成
対象を指定後「発注書作成」をクリックします。確認のメッセージが表示されますので、「OK」をクリックしてください。
対象に指定した発注先向けの発注書が、シート別に作成されます。

発注書作成

発注先別の発注書シート
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発注書表示・印刷
開くの  をクリック、またはシート名を直接クリックすると、該当の発注書が表示されます。
表示された発注書を確認、編集し、印刷が可能です。

発注書レイアウト
「発注書レイアウト」シートにて、
発注書のレイアウトと転記の設定
を確認できます。

「基本情報」シートに見積書概要の各種
情報を取り込み、発注書シートの印刷
範囲外に転送先のアドレスを指定して
います。
さらに、そこからテキストボックスに
リンクさせています。
印刷範囲外のテキストを変更すること
で、発注書にも変更が反映します。

発注書へ間接転記

基本情報

発注書レイアウト
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Excel 出力－カスタマイズ

標準搭載の Excel ファイルをカスタマイズします。
自社仕様に合わせた表紙設定や、内訳書・明細書の行数、行高さ、文字書式の変更などができます。

ファイルの読み込み

① (Excel 出力 ) をクリック、または「出力」⇒「Excel 出力」を選択

＊ Excel 出力のダイアログが表示されます。
②「ファイル編集」をクリック

＊編集するファイルの選択になります。
③ファイルを選択

＊初期は 4 パターンが標準登録されています。
　以下の例では、「見積書 A4 横サンプル .xlsm」を選択しています。

④「OK」をクリック

１

２

３

４

＊ Excel が起動しますが、セキュリティの都合上、マクロが無効にされた状態で起動します。
⑤セキュリティの警告の「コンテンツの有効化」をクリック

＊選択したファイルが表示され、編集が可能になります。

５ コンテンツの有効化
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カスタマイズ可能項目
各ファイルごとのカスタマイズ可能項目は、以下のとおりです。

見積書A4横 見積書A4縦 実行予算書A4横
表紙 フルカスタマイズ可能･

シート保護なし
表紙項目と内訳書の共存形式
表紙項目部分のみカスタマイズ可能
内訳書の行数、行高さの指定可能
シート保護なし
＊内訳書部分を大きくカスタマイズすると
見積書作成で正しく転記されないため、
特に列は変更しないでください。

なし

内訳書 行数・行高さ指定可能 表紙の内訳書部分で足りないときに出現
行数・行高さ指定可能

行数・行高さ指定可能

明細書 行数・行高さ指定可能 行数・行高さ指定可能 行数・行高さ指定可能

発注書A4横
発注書 行数・行高さ指定可能

発注金額合計の表示場所指定可能
ヘッダーの表示有無指定可能
＊ 2ページ目以降の発注書No. の
表示有無を指定できます。

書式設定
ファイル編集で読み込んだ場合のみ、「書式設定」シートがあります。
以下は、「見積書A4横サンプル .xlsm」と「見積書A4縦サンプル .xlsm」の例です。

見積書 A4 横－書式設定

＊内訳書と明細書について、行数・行高さ、フォント、フォントサイズなどを指定できます。
　フッター中央文字も指定できます。

書式適用 (リセット )････ 書式設定の変更を該当のシートに適用します。

見積書作成･････････････ 書式設定の変更を該当のシートに適用後、見積書概要、見積書の各種情報を取り込み、
内容を反映した表紙、内訳書、明細書を表示します。

見積書 A4 縦－書式設定

表紙の内訳書部分と
内訳書 2ページ以降
を別々に設定

＊内訳書、明細書および発注書は、シート保護されていますが、
表内のフォントなどの書式編集、テキストボックスなどのオブ
ジェクト編集は可能です。
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リンク設定
印刷範囲外の項目とテキストボックスとのリンクは、
以下のように設定します。

①テキストボックスを選択
＊編集モードにしないでください。

②関数欄に「=」を入力
③印刷範囲外の項目を選択

＊「=」の後ろにアドレスが記入され、テキスト
ボックス内にリンクした文字が表示されます。

表紙のカスタマイズ
「見積書 A4 横」の表紙は、フルカスタマイズが可能です。
表示内容やフォント、フォントサイズを直接編集したり、ロゴの追加や罫線の変更も自由にできます。

「見積書 A4 縦」の表紙部分は、直接編集が可能です。
また、内訳書、明細書のヘッダー部分、タイトル部分の
書式も直接編集可能です。

［ ］で囲まれた文字は、リンク設定されています。
書式の変更は可能ですが、文字は変更しないでください。

１

２

３

テキストボックスをダブルクリック、または選択状態で
F2 キーを押すと、ボックス内でカーソルが点滅します。
この状態が編集モードです。

編集モードとは
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データ連携

他社システムで使用できる形式で出力します。
連携可能な製品は、以下のとおりです。

・建て役者（*.s2t）
・AnyONE(*.s2a)
・レッツ原価管理Go2(*.s2l)

「出力」⇒「データ連携」から、いずれかを選択します。
連携時の制約事項が表示されますので、内容をご確認の上、「OK」をクリックしてください。
保存先を選択のダイアログが表示されますので、保存先、ファイル名を設定し「保存」をクリックしてください。

保存先の初期設定は、A's インストール先の「DATA」フォルダーに、製品名（「建て役者」、
「AnyONE」、「レッツ原価」）のフォルダーが作成されます。
「設定」⇒「環境設定」⇒「基本設定」の「見積書保存場所」で変更できます。

保存先

制約事項：建て役者の例 保存先を選択：建て役者の例
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設定
メイン画面の設定処理について説明します。

マスター設定を開く

「設定」⇒「マスター設定を開く」を選択すると、マスター設定のダイアログが表示され、各種マスターの設定が可能です。

タイプ設定

タイプを切り替えて、見積書を再作成します。
タイプ内のテンプレートを変更して、見積書に反映させることもできます。

( タイプ設定 ) をクリック、または「設定」⇒「タイプ設定」を選択すると、タイプ編集のダイアログが表示されます。

タイプ設定

詳細は、第 4 章「マスター設定」をご覧ください。

タイプの切り替え
現在のタイプと異なるタイプを選択し、「OK」をクリックすると、選択したタイプで見積書が再作成されます。
タイプのテンプレートをもとに、科目、明細、見積金額も変わります。

タイプを変更

OK

現在のタイプ

テンプレートの構成

科目、明細、見積金額がタイプに応じて変わる
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タイプ内のテンプレート変更
現在のタイプのテンプレートを変更して、見積書に反映させることができます。

① ( タイプ設定 ) をクリック、または「設定」⇒「タイプ設定」を選択

②左側のテンプレート（ここでは「内装 A」）を選択
③右側のテンプレート候補（ここでは「内装 B」）を選択
④ をクリック

＊テンプレートが入れ替えられます。
⑤「OK」をクリック

１

例えば、「内装工事」に 6 行の
明細があったとします。

５

２

変更したテンプレートが、見積書に
反映されます。
この例では、「内装工事」の明細が
5 行になります。

タイプのテンプレート構成を変更後、
「保存」をクリックすると、タイプ名
を入力して、新たなタイプとして追加
することができます。

タイプの別名保存

３

４

内装工事
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環境設定

見積書の保存・読み込みの初期設定や、消費税、値引き、粗利に関する設定を行います。

( 環境設定 ) をクリック、または「設定」⇒「環境設定」のいずれかを選択すると、環境設定のダイアログが表示

されます。

基本設定
基本設定では、以下の項目を設定できます。

数量算出結果 (CSV) A's の数量算出結果（CSV）の場所
初期設定は、A's インストール先の

「WORK ￥SEKISAN」
「参照」から変更可能

見積書保存場所 見積書データ（拡張子 :mit）の保存場所
初期設定は、A's インストール先の

「DATA」
「参照」から変更可能

端数処理 切り上げ、四捨五入、切り捨てから選択
フォントサイズ 明細のフォントサイズを設定

8 ～ 18 ピクセルの間で調整可能
初期設定は、13 ピクセル

環境設定

基本設定

消費税設定
消費税設定では、以下の項目を設定できます。

消費税設定 消費税の税率を入力（初期値：10％）
複数税率は未対応

端数処理 切り上げ、四捨五入、切り捨てから選択

消費税設定

詳細合計設定
詳細合計設定では、以下の項目を設定できます。

値引きタイトル変更 印刷＆詳細合計に表示される値引きタイ
トルを変更可能

値引き対象 3 種から選択
税込：税込金額から値引きをする
税別：税別金額から値引きをする
値引きなし：値引きをしない

粗利対象 税込、税別から選択

詳細合計設定
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４ マスター設定

madric success のマスター設定について説明します。
マスター設定は、以下のいずれかの方法で起動します。

・madric success のスタート画面の「マスター設定」をクリック
・見積書概要のダイアログにて、「タイプマスター編集」⇒「マスター設定」を選択
・メイン画面にて、「設定」⇒「マスター設定を開く」を選択

マスターの構成
madric success のマスターの構成は、以下のようになっています。

マスター設定

会社

担当者

＊複数の担当者で構成

担当者

＊複数の会社を登録することも可能

会社 会社

＊会社マスター、担当者マスターは、見積書概要で設定
　（⇒【P.27 ～】参照）

マスター マスター

マスター

構成品 科目 発注先 単位

構成品設定

タイプ

テンプレート

明細（部材）

タイプ

テンプレート

明細（部材）

＊複数のマスターを登録することも可能

＊複数のテンプレートで構成

＊複数の明細で構成

＊明細の数量根拠

＊設定内容の一式
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マスターの管理
マスター設定のダイアログの上部にて、マスターの別名保存、名称編集、削除が可能です。

２

３

４

１
マスターに追加

別名保存

現在保存されているマスターを、別名で保存します。以下のように操作します。

①複数のマスターが保存されている場合は、別名保存するマスターを選択
②「保存」をクリック

＊マスター別名保存の画面が表示されます。
③マスター名を入力

＊以下の例では、「マスター自社仕様」と入力しています。
④「OK」をクリック

＊マスターが入力した名称で保存されます。

madric success オリジナルのマスターは、初回起動時の新規マスター名で入力した名称になっています。
マスターを自社用に編集される場合は、madric success オリジナルのマスターを別名保存してから編集される
ことをお勧めします。
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名称編集

現在保存しているマスターの名称を編集します。以下のように操作します。

①複数のマスターが保存されている場合は、名称編集するマスターを選択
②「編集」をクリック

＊マスター名編集の画面が表示されます。
③マスター名を変更

＊以下の例では、「マスター自社仕様 A」に変更しています。
④「OK」をクリック

＊マスターが入力した名称に変更されます。

２

３

４

１
マスター名が変更

削除

現在保存しているマスターを削除します。以下のように操作します。

①削除するマスターを選択
②「削除」をクリック

＊通知の画面が表示されます。
③削除してよい場合は「OK」を、
　削除を中止する場合は「キャンセル」をクリック

＊以下の例では、「キャンセル」をクリックしています。

２

３

１

マスターは、１つは残すようにしてください。
１つも残らない場合は、削除できません。
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明細マスター
明細マスターを編集します。
マスター設定ダイアログの明細マスターの「編集」をクリックすると、明細マスターの画面が表示されます。

編集

明細の絞り込み

表示する明細を、工事項目、科目、発注先で絞り込むことができます。
条件を設定し、「検索」をクリックしてください。以下は、科目を「仮設工事」に設定して絞り込んだ例です。

明細の絞り込み

明細の上下移動

明細行をクリック後、 ( 上へ ) または ( 下へ ) をクリックすることにより、順番を入れ替えます。

上へ・下へ

明細マスター
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明細情報の修正

既存の明細情報を修正します。
明細情報の項目は、右のとおりです。

＊直接入力は、項目をクリックすると入力
できる状態になります。

＊有 ( ) 無 ( ) は、クリックして切り
替えます。

＊数量根拠、端数処理は、ダブルクリック
することで編集画面が開きます。

工事項目 直接入力（＊必須入力項目）
摘要 〃
常時表示 数量が 0 の場合に表示の有 ( ) 無 ( )
数量根拠 ダブルクリックで編集画面へ
条件式 ダブルクリックで編集画面へ
単位 単位マスターから選択
端数処理 ダブルクリックで編集画面へ
原単価 直接入力
売単価 〃
掛率有効 見積金額の計算に掛率使用の有 ( ) 無 ( )
掛率 直接入力
備考 〃
科目 科目マスターから選択
発注先 発注先マスターから選択
明細メモ 直接入力
数量根拠メモ 〃

明細情報の項目

修正する項目をクリック

数量根拠設定 端数処理設定

＊切り上げ、四捨五入、切り捨ての
いずれかに指定し、処理する小数
点以下の桁数を指定します。

＊数量根拠設定の詳細は、次ページをご覧ください。

条件式設定

＊条件式設定の詳細は、【P.73】をご覧ください。

ダブルクリック
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数量根拠設定

明細の数量根拠をダブルクリックすると、数量根拠設定のダイアログが表示されます。
現在の数量根拠が表示され、数量根拠を指定し直すことができます。

ダブルクリック

建築面積の例

計算式の欄は、直接編集が可能です。
画面下側の一覧は、使用できる構成品です。
構成品をクリック後「挿入」をクリックすると、計算式に {} 付で構成品 ID が挿入されます。

「区分」の設定により、構成品一覧の表示が変わります。
「抽出」に文字を入力することにより、設定した文字が含まれている構成品を表示できます。

・計算式の結果がその項目の数量として計上されます。
・構成品 ID を使用して計算式を作成できます。
・計算式には、加算「+」､ 減算「-」､ 乗算「*」､ 除算「/」､「(」「)」の演算子が使用できます。
・構成品 ID は {} で囲む必要があります。中の文字列は書き換えないようにしてください。
・{} だけ記述した場合は、数値「1」を意味します。（1 と記述したことと同じ）
・計算式が空、もしくは 0 のときは設定できません。
・計算値の単位は、明細行で設定変更が可能です。
・計算値の値は、明細行の端数処理の設定に基づいて、四捨五入または、切り上げ、切り捨てを行います。

ダブルクリック

数値 1 の例

使用できる構成品

構成品の絞り込み

直接編集が可能

1 が入力されている

計算値は、現在参照してい
る CSV ファイルをもとに
計算した参考値です。
CSV ファイルの内容により
異なります。

計算値は参考値
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ダブルクリック

計算式の例
複数の構成品を使った計算式の例を紹介します。
明細マスターにて「木工事」で検索を実行し、「構造用合板ァ 12m/m」の行を表示します。
数量根拠をダブルクリックすると、計算式を確認できます。

木工事で検索

構造用合板ァ 12m/m

計算式　：({KHO_001870}+{KHO_001888}+{KHO_001900})/1.656
構成品式：( 洋室系床面積 + 水周り系床面積 + 収納系床面積 )/1.656

この計算式を入力してみましょう。

①明細マスターの画面で「追加」をクリック
②工事項目を入力（ここでは「計算式テスト」）
③単位、端数処理を設定

＊後で設定してもかまいませんが、ここでは「構造用合板ァ 12m/m」と同じにします。
　単位「枚」、端数処理「小数点以下第 1 桁を切り上げ」です。

④数量根拠をダブルクリック
＊数量根拠設定のダイアログが表示されます。

⑤区分に「床面積」と入力
＊床面積の構成品が表示されます。

１

２ ３４
５

ダブルクリック
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⑥計算式の「1」を削除
⑦構成品の「洋室系床面積」を選択
⑧「挿入」をクリック

＊計算式に {KHO_001870} が
入力されます。

⑨計算式に「+」を追加後、
　「水周り系床面積」を選択して「挿入」をクリック

⑩計算式に「+」を追加後、
　「収納系床面積」を選択して「挿入」をクリック

⑪計算式に「()/1.656」を追加
＊ 1.656 は、910 × 1820 の板 1 枚の面積です。

⑫「OK」をクリック
＊明細の数量根拠に反映されます。

{KHO_001870}+{KHO_001888}+{KHO_001900}{KHO_001870}+{KHO_001888}

{KHO_001870}

６

７

８

水周り系床面積
収納系床面積

({KHO_001870}+{KHO_001888}+{KHO_001900})/1.656

12

11

109
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条件式設定

明細の条件式をダブルクリックすると、条件式設定のダイアログが表示されます。
明細を見積書に反映する条件式を設定することができます。

ダブルクリック

条件式設定

条件式
数量根拠と同様に、条件式欄に構成品を取り込み、演算記号、等号、比較記号で式を入力します。
画面下側の一覧は、使用できる構成品です。
構成品をクリック後「挿入」をクリックすると、条件式に {} 付で構成品 ID が挿入されます。

「区分」の設定により、構成品一覧の表示が変わります。
「抽出」に文字を入力することにより、設定した文字が含まれている構成品を表示できます。

・構成品 ID を使用して条件式を作成できます。
・条件式には「<」「<=」「>」「>=」「==」「!=」と、演算記号（「+」「-」「*」「/」「(」「)」）が使用できます。
・「かつ」は「*」、「もしくは」は「+」を使います。
・構成品 ID は {} で囲む必要があります。中の文字列は書き換えないようにしてください。
・「0<X<100」のような複合形式の不等号は、「(0<X)*(X<100)」と記述します。

例１： 条件 = 床面積が 10 以上のときに見積に反映する
 条件式 = {KHO_000002}>=10
例２： 条件 = 床面積が 10 より大きくかつ 100 以下のときに見積に反映する
 条件式 = (10<{KHO_000002})*({KHO_000002}<=100)
例３： 条件 = 床面積が 10 以下もしくは 100 より大きいときに見積に反映する
 条件式 = ({KHO_000002}<=10)+(100<{KHO_000002})
例４： 条件 = 床面積が 100 のときに見積に反映する
 条件式 = {KHO_000002}==100

※「==」は全く同じかどうかの判断ですが、条件式の根拠数量に面積などの整数
( 小数の値がないもの ) 以外の数量が混在するとき、その値と全く同じになるこ
とはまれなので、使用時には注意が必要です。

　根拠数量が全て箇所数や本数などの場合には使用できます。
例５： 条件 = 床面積が 100 以外のときに見積に反映する
 条件式 = {KHO_000002}!=100

※「!=」も「==」と同様、使用時には注意が必要です。

判定

条件式を入力

判定
式が成り立つときは、判定が「○」で見積に反映します。
判定が「×」だと見積に反映しません。
なお、条件式が空のときは、常に見積に反映されます。

条件式が空のときは、常に見積に反映されます。
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明細の追加

明細を追加します。以下のように操作します。

①追加する行を選択
②「追加」をクリック

＊選択した行の下に、空白の行が挿入で追加されます。
③明細情報を入力（⇒【P.69】参照）

＊「工事項目」は、必須入力項目です。

明細の削除

明細を削除します。以下のように操作します。

①削除する明細行を選択
②「削除」をクリック

＊確認のメッセージが表示されます。
③削除してよい場合は、「OK」をクリック

＊明細が削除されます。

２

テンプレートで使用中の明細は、削除できません。

２

１

３

1

３
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Excel によるメンテナンス

明細マスターの内容を Excel 形式でエクスポートし、Excel でメンテナンス（既存明細情報の変更、新規明細情報の追加）
をすることができます。

エクスポート
①明細マスター画面の「Excel エクスポート」をクリック
②メッセージが表示されるので、内容をご確認の上「OK」をクリック

＊名前を付けて保存のダイアログが表示されます。
③保存先、ファイル名を設定し「保存」をクリック

＊保存先の初期設定は、A's インストール先の「DATA」フォルダーです。
＊ファイル名の初期設定は、「明細マスター」に日時が付加されます。

＊ Excel が起動しますが、セキュリティの都合上、マクロが無効にされた状態で起動します。
④自動処理を行うために、セキュリティの警告の「コンテンツの有効化」をクリック

＊ Excel 画面に明細マスターの内容が表示されます。

１

２

３

４

エクスポートした時点で、madric success の画面上からのメンテナンスは禁止（停止）されます。
（この状態での見積書作成は可能）
Excel 上でメンテナンスを行い、編集後のファイルをインポートすることで、 madric success 上の
メンテナスが再開されます。

マスターのロック

コンテンツの有効化

Excel 2019 以降に対応しています。
お使いの Excel によって画面イメージが異なることがありますので、ご了承ください。
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編集用シート
編集用シートでは、既存明細の情報を変更できます。

「明細 ID」は、変更不可のためロックされています。
単位、科目、発注先はプルダウンメニューから選択できますが、内容を追加・編集することは、 Excel 上からはできません。
数量根拠は、構成品 ID と計算式を使って直接編集できます。

編集用シート

追加用シート
追加用シートでは、新規明細の情報を追加できます。
編集用シートと同様に入力します。

「明細 ID」は、自動で付けられますので、入力欄はありません。

追加用シート

上書き保存して閉じる
メンテナンスが完了したら、上書き保存後に Excel を閉じてください。
編集した Excel を起動したままインポートを実行すると、正しくインポートが行われません。
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インポート
メンテナンス後の Excel ファイルをインポートします。

①マスター設定のダイアログの「メンテナンス」をクリック
＊開くのダイアログが表示されます。

② Excel ファイルを選択し「開く」をクリック
③処理後、「インポートが完了しました。」と表示されるので、「OK」をクリック

＊マスター設定のダイアログの表示が、「編集」に戻ります。

２

３

編集に戻る

メンテナンス

１
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構成品マスター
構成品マスターを編集します。
マスター設定ダイアログの構成品マスターの「編集」をクリックすると、構成品マスターのダイアログが表示され、既存の
構成品が一覧表示されます。

編集

構成品マスター

構成品とは

構成品とは、A's の数量算出で自動的に保存される CSV ファイルの内容を指定の条件で絞込み、集計した数量情報です。
明細の数量根拠として指定します。

構成品マスターの階層図

＊複数の構成品で構成

構成品

構成品設定

構成品マスター

構成品 構成品

構成品設定 構成品設定

＊明細の数量根拠

＊ CSV 関連付けを設定

CSV 設定

CSV 設定

＊ CSV 関連付けの数は、構成品により異なります。

CSV 設定

CSV 設定

CSV 設定

CSV 設定
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構成品情報の修正

既存の構成品情報を修正します。
構成品情報の項目は、右のとおりです。

＊直接入力は、項目をクリックすると入力
できる状態になります。

＊「編集」をクリックすると、構成品設定
のダイアログが表示されます。

構成品区分 直接入力
構成品 〃　　（＊必須入力項目）
単位 単位マスターから選択
構成品メモ 直接入力
編集 構成品設定へ

構成品情報の項目

修正する項目をクリック

構成品設定

＊構成品設定につきましては、次ページをご覧ください。

構成品の追加
「追加」をクリックすると、空白の状態で構成品設定のダイアログが表示され、構成品を新規追加できます。

構成品の削除
構成品をクリック後、「削除」をクリックすると、確認のメッセージが表示されますので、
削除してよい場合は「OK」をクリックします。

構成品の上下移動

構成品をクリック後、 ( 上へ ) または ( 下へ ) をクリックすることにより、

順番を入れ替えます。

空白の構成品設定

明細で使用中の構成品は、削除できません。



－ 80 －

madric success マニュアル

構成品設定

構成品の「編集」をクリックすると、構成品設定のダイアログが表示されます。
A's の数量算出の CSV ファイルとの関連付けが、一覧で表示されます。
関連付けの数は、構成品によって異なります。

＊構成品名、単位、メモは、構成品情報と同じで
すが、ここでも修正が可能です。

＊関連付けの「編集」をクリックすると、構成品
CSV 設定のダイアログが表示されます。

洋室系床面積の例

関連付けの追加
「追加」をクリックすると、空白の状態で構成品 CSV 設定の
ダイアログが表示され、関連付けを新規追加できます。

関連付けの削除
関連付けをクリック後、「削除」をクリックすると、関連付けを削除します。

関連付けの上下移動

関連付けをクリック後、 ( 上へ ) または ( 下へ ) をクリックすることにより、順番
を入れ替えます。

空白の構成品 CSV 設定

削除の確認はありません。削除を取り消したい場合は「キャンセル」をクリックして
構成品設定のダイアログを閉じてください。

＊構成品 CSV 設定につき
ましては、次ページを
ご覧ください。

玄関系床面積の例

構成品 CSV 設定へ
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構成品 CSV 設定

構成品設定のダイアログにて、関連付けの「編集」をクリックすると、構成品 CSV 設定のダイアログが表示されます。
A's の数量算出の CSV ファイルとの関連付けを設定します。

CSV 設定を行うためには、A's の数量算出の CSV ファイルが必要です。保存先を確認してください。
CSV ファイルの確認を

構成品名、単位
構成品名、単位は、構成品情報を表示します。

CSV ファイル
関連付けられている CSV ファイル名を表示します。
読み込み先は、「環境設定」⇒「基本設定」の「数量算出結果 (CSV)」で設定されているフォルダー

（初期設定は A's のインストール先の「WORK ￥SEKISAN」）です。
「参照」をクリックすると、読み込み先を変更できます。

CSV ファイルの内容
CSV ファイルの内容を、ダイアログの下側に表示します。
読み込み先に CSV ファイルが無い場合は、空白で表示されます。

構成品 CSV 設定

CSV ファイル

CSV ファイルの内容

A's の数量算出に、CSV ファイル出力に関する設定として、「設定」
⇒「保存時にタイトル行を追加」があります。初期設定は ON です。
CSV ファイルの内容に、タイトル行が表示されます。

保存時にタイトル行を追加

タイトル行

保存時にタイトル行を追加
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条件
絞り込みの条件を、3 段階まで設定できます。
右の「建築面積」の例では、条件 1 と条件 2 が設定されています。

集計方法
数量の集計方法を、以下のいずれかに設定します。

集計対象列を指定 ･････ 列番号を入力し、加算・減算のいずれか
に設定します。

値を 1 として集計 ･････ 数量が 1 になります。

右の例では、「集計対象列を指定」で「４」列目を「加算」に設定
しています。
条件 1、2 により、建築面積の合計行が絞り込まれ、「4」列目の数
量が集計対象になります。

建築面積の例

条件 1 に、「1」列目の「建築面積」を設定していますが、
「建築面積」が複数あるので、条件 2 に、「2」列目の「合計」を
設定しています。

「建築面積」の「合計」行が、集計対象行になります。

建築面積が複数

集計方法

集計対象

集計対象行

下の表から右クリックで各行内容を
挿入できます。

右クリックで挿入

選択して右クリック

検索対象列、検索文字を指定して「検索」をクリック
すると、CSV ファイルに含まれる文字列を検索して
絞り込むことができます。

CSV の検索

CSV の検索
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構成品例－建築面積

設定済みの構成品「建築面積」を例に、マスター設定から見積書作成までの流れを説明します。

構成品マスター

明細マスター

構成品設定

構成品 CSV 設定

構成品「建築面積」

数量根拠設定

「建築面積」を指定

明細を作成
( この例では「水盛 ･ 遣り方」)

集計方法

全体数量 .csv

条件

集計対象

＊条件、集計方法の詳細は、
前ページをご覧ください。

A's の数量算出で自動拾いされる項目は、
全て構成品として登録済みです。
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タイプマスター

見積書作成
見積書概要でタイプを選択し、
見積作成を実行します。

「建築面積」を設定した明細を含む
テンプレートを含める

テンプレートマスター

「建築面積」を設定した明細を含める
テンプレートを作成
( この例では「仮設標準」)

見積書と連動した CSV ファイル

集計対象

タイプを選択

見積書の数量に連動

タイプを作成
( この例では「木造 2 階建てタイプ 1」)
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構成品例－建具 ( 引違 16520)

設定済みの構成品「引違 16520」を例に、マスター設定から見積書作成までの流れを説明します。
基本的には「建築面積」と同様です。

構成品マスター

明細マスター

構成品設定

構成品 CSV 設定

構成品「引違 16520」

数量根拠設定

「引違 16520」を指定

明細を作成
( この例では「引き違い 16520-2」)

値を 1 として集計

建具 .csv

列：13
条件 ( 一致 )：引違 16520

建具 .csv では、13 列目が
「営業見積用建具総称」に
なっています。
この列を、条件 1 に設定し
ます。

営業見積用建具総称

A's の数量算出で自動拾いされる建具も、
全て構成品として登録済みです。
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タイプマスター

見積書作成
見積書概要でタイプを選択し、
見積作成を実行します。

「引違 16520」を設定した明細を含む
テンプレートを含める

タイプを作成
( この例では「木造 2 階建てタイプ 1」)

テンプレートマスター

「引違 16520」を設定した明細を含める
テンプレートを作成
( この例では「サッシオリジナル」)

見積書と連動した CSV ファイル

集計対象

タイプを選択

見積書の数量に連動
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テンプレートマスター
テンプレートマスターを編集します。
マスター設定ダイアログのテンプレートマスターの「編集」をクリックすると、テンプレートマスターのダイアログが表示
され、既存のテンプレートが一覧表示されます。

編集

テンプレートマスター

テンプレートとは

テンプレートとは、複数の明細で構成される集まりです。
グレードや工事科目などに応じて作成します。

テンプレートマスターの階層図

＊複数のテンプレートで構成

テンプレート

テンプレートマスター

＊複数の明細で構成

明細

明細

＊明細の数は、テンプレートにより異なります。

明細

明細

テンプレート

明細

明細

明細

明細

テンプレート

明細

明細

明細

明細
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テンプレート情報の修正

既存のテンプレート情報を修正します。
テンプレート情報の項目は、右のとおりです。

＊直接入力は、項目をクリックすると入力できる
状態になります。

＊「編集」をクリックすると、テンプレート編集
のダイアログが表示されます。

分類 直接入力（＊必須入力項目）
テンプレート名 〃　　（＊必須入力項目）
メモ 〃
編集 テンプレート編集へ

テンプレート情報の項目

修正する項目をクリック

テンプレート編集

＊テンプレート編集につきましては、次ページをご覧ください。

テンプレートの追加
「追加」をクリックすると、空白の状態でテンプレート編集のダイアログが表示され、テンプレートを新規追加できます。

空白のテンプレート編集

テンプレートの削除
テンプレートをクリック後、「削除」をクリックすると、確認のメッセージが表示されますので、
削除してよい場合は「OK」をクリックします。

テンプレートの上下移動

テンプレートをクリック後、 ( 上へ ) または ( 下へ ) をクリックすることにより、
順番を入れ替えます。

タイプで使用中のテンプレートは、削除できません。
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テンプレート編集

テンプレートの「編集」をクリックすると、テンプレート編集のダイアログが表示されます。
テンプレートに構成されている明細が、一覧で表示されます。
明細の数は、テンプレートにより異なります。以下は、「仮設標準」を選択した例です。

＊分類、テンプレート名、メモは、テンプレート情報と
同じですが、ここでも修正が可能です。

仮設標準の例

明細追加
明細マスターから明細を選択して追加します。以下のように操作します。

①「追加」をクリック
＊明細選択の画面が表示されます。
＊条件を変更し「検索」をクリックすると、絞り込み結果を変更することができます。
　以下の例では、科目を「仮設工事」で絞り込んでいます。

②追加する明細を選択
＊以下の例では、「発生材処分費」を選択しています。
＊ Shift キー、Ctrl キーを利用して、複数の明細をまとめて選択することができます。

③「OK」をクリック
＊先頭に追加されます。

１

先頭に追加

２

３

明細の絞り込み
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明細削除
明細行をクリック後、「削除」をクリックすると、明細行を削除します。

削除する行をクリック

削除

削除の確認はありません。削除を取り消したい場合は「キャンセル」をクリックして
テンプレート編集のダイアログを閉じてください。

明細上下移動

明細行をクリック後、 ( 上へ ) または ( 下へ ) をクリックすることにより、順番を入れ替えます。

移動する行をクリック

上へ・下へ
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テンプレート数量根拠設定
明細行の「数量根拠」をダブルクリックすると、テンプレート数量根拠設定のダイアログが表示されます。
明細ごとに設定されている数量根拠ではなく、テンプレートにより数量根拠を使い分ける場合に設定します。
タイルや塗装など、適用箇所を部材として固定できない項目などに使用します。

テンプレート数量根拠が設定されている場合、見積作成時は、
明細数量根拠ではなく、テンプレート数量根拠を優先します。

テンプレート数量根拠設定

ダブルクリック

明細数量根拠 数量根拠

設定方法は、明細の数量根拠設定と同じです。
「明細参照」をクリックすると、明細の数量根拠が読み込まれます。

計算式の欄は、直接編集が可能です。
画面下側の一覧は、使用できる根拠です。
根拠をクリック後「挿入」をクリックすると、計算式に {} 付で根拠が
挿入されます。

「区分」の設定により、根拠一覧の表示が変わります。
「抽出」に文字を入力することにより、設定した文字が含まれている根
拠を表示できます。

・計算式の結果がその項目の数量として積算されます。
・数量の根拠を使用して計算式を作成できます。
・計算式には加算「+」､ 減算 ､「-」､ 乗算「*」､ 除算「/」､「(」「)」

の演算子が使用できます。
・根拠は {} で囲む必要があります。中の文字列は書き換えないように

してください。
・根拠の数量の単位はそれぞれの根拠の単位です。
・{} だけ記述した場合は、数値「1」を意味します。
　（1 と記述したことと同じ）
・計算式が空、もしくは 0 のときは設定できません。
・計算値の値は、端数処理項目の設定に基づいて、四捨五入または、

切り上げ、切り捨てを行います。

使用できる根拠

根拠の絞り込み

直接編集が可能

明細参照

テンプレート数量根拠を優先
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タイプマスター
タイプマスターを編集します。
マスター設定ダイアログのタイプマスターの「編集」をクリックすると、タイプマスターのダイアログが表示され、既存の
タイプが一覧表示されます。

編集

タイプマスター

タイプとは

タイプとは、複数のテンプレートで構成される集まりです。
見積書の明細一式がそろうように、テンプレートを構成します。

タイプマスターの階層図

＊複数のタイプで構成

タイプ

タイプマスター

＊複数のテンプレートで構成

テンプレート

テンプレート

＊テンプレートの数は、タイプにより異なります。

テンプレート

テンプレート

タイプ

テンプレート

テンプレート

テンプレート

テンプレート

タイプ

テンプレート

テンプレート

テンプレート

テンプレート
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タイプ編集

タイプの「編集」をクリックすると、タイプ編集のダイアログが表示されます。
タイプに構成されているテンプレートの確認、変更が可能です。
以下は、「木造 2 階建て タイプ１」を選択した例です。

木造 2 階建て タイプ１の例

タイプ、メモ
直接入力で修正が可能です。
タイプ名は、必須入力項目です。

テンプレートの追加

右側のテンプレート候補を選択し  をクリックします。リストの最後に追加されます。

右へ

左へ

テンプレートの削除

左側のテンプレートを選択し  をクリックします。

最後に追加

リストから削除
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見積書概要のダイアログの「タイプマスター編集」をクリックすると、タイプ編集のダイアログが表示されます。

メイン画面で、 ( タイプ設定 ) をクリック、または「設定」⇒「タイプ設定」を選択した場合も、タイプ編集の

ダイアログが表示されます。既存のタイプのテンプレート構成を変更後、別名保存が可能です。（⇒【P.32】参照）

見積書概要、メイン画面でタイプ編集

テンプレートの入替

左側のテンプレートと右側のテンプレート候補をそれぞれ選択し  をクリックします。
複数行を選択して、まとめて入れ替えることも可能です。

入替

入れ替わる

タイプ追加

「追加」をクリックすると、テンプレートの構成が空白の状態でタイプ編集のダイアログが表示されます。
既存タイプの編集と同様の操作で、新規タイプを追加できます。

空白のタイプ編集

タイプ、メモ
直接入力で設定します。
タイプ名は、必須入力項目です。

テンプレート構成の設定

追加 ･･････右側のテンプレート候補を選択し  をクリック（リストの最後に追加）

削除 ･･････左側のテンプレートを選択し  をクリック

入替 ･･････左側のテンプレートと右側のテンプレート候補をそれぞれ選択し  をクリック
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タイプ削除

タイプをクリック後、「削除」をクリックすると、確認のメッセージが表示されますので、削除してよい場合は「OK」をクリッ
クします。

削除するタイプをクリック

削除

タイプ上下移動

タイプをクリック後、 ( 上へ ) または ( 下へ ) をクリックすることにより、順番を入れ替えます。

移動するタイプをクリック

上へ・下へ
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科目マスター
科目マスターを編集します。
マスター設定ダイアログの科目マスターの「編集」をクリックすると、科目マスターのダイアログが表示され、既存の科目
が一覧表示されます。

編集

科目マスター

科目マスターの使用場面

明細マスター

メイン画面

明細マスター
明細マスターの科目は、科目マスターから
選択します。

メイン画面
メイン画面では、工事別を表示した場合に
科目をツリー表示します。
科目をクリックすると、科目の明細を表示
します。

科目マスターから選択

明細の存在する科目を
ツリー表示

工事別
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科目マスター編集

科目マスターのダイアログにて、科目の新規追加、名称変更、表示順移動、削除が可能です。

科目追加
科目を新規追加します。以下のように操作します。

①追加先を指定
＊ツリーの科目から選択します。以下の例では、「本体工事」を選択しています。

②「追加」をクリック
＊科目追加の画面が表示されます。

③追加する階層を指定し、追加する科目名を入力
＊以下の例では、「子階層に新しい科目を追加」に指定し、「土工事」と入力しています。

④「OK」をクリック
＊指定した階層（ここでは「本体工事」の子階層）の最後に追加されます。

１ ２

３

４ 最後に追加

科目名変更
科目名を変更します。以下のように操作します。

①科目名変更する科目を選択
＊ツリーの科目から選択します。
　右の例では、「土工事」を選択しています。

②「変更」をクリック
＊科目名変更の画面が表示されます。

③科目名を変更し、「OK」をクリック
＊科目名が変更されます。

１

２

３

科目は５階層まで作成できます。
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科目削除
科目をクリック後、「削除」をクリックすると、確認のメッセージが表示されますので、削除してよい場合は「OK」をクリッ
クします。

削除する科目をクリック

削除

科目上下移動

科目をクリック後、 ( 上へ ) または ( 下へ ) を

クリックすることにより、順番を入れ替えます。
同一階層で移動が可能です。

移動する科目をクリック

上へ・下へ

明細マスターで使用中の科目は、削除できません。

ドラッグ＆ドロップで順番を入れ替えることもできます。
この操作では、別階層への移動も可能です。
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発注先マスター
発注先マスターを編集します。
マスター設定ダイアログの発注先マスターの「編集」をクリックすると、発注先マスターのダイアログが表示され、既存の
発注先が一覧表示されます。

編集

発注先マスター

発注先マスターの使用場面

明細マスター

メイン画面

明細マスター
明細マスターの発注先は、発注先マスター
から選択します。

メイン画面
メイン画面では、発注別を表示した場合に
発注先をツリー表示します。
発注先をクリックすると、発注先の明細を
表示します。

発注先マスターから選択

明細の存在する発注先を
ツリー表示

発注別
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発注先マスター編集

発注先マスターのダイアログにて、発注先情報の修正、新規追加、削除、表示順移動が可能です。

発注先情報の修正
既存の発注先情報を修正します。
発注先情報の項目は、右のとおりです。
項目をクリックすると、修正できる状態になります。

発注先名 直接入力（＊必須入力項目）
事業者登録番号 〃
住所 〃
電話番号 〃
FAX 番号 〃
担当者 〃
メールアドレス 〃
メモ 〃

発注先情報の項目

修正する項目をクリック

発注先追加
発注先行を選択した状態で「追加」をクリックすると、選択行の次に空白の行が追加されますので、発注先情報を入力して
ください。「発注先名」は、必須入力項目です。
なお、発注先行を選択していない場合は、最終行に追加されます。

選択行の次に追加
追加

選択行



－ 101 －

madric success マニュアル

発注先上下移動

発注先をクリック後、 ( 上へ ) または ( 下へ ) をクリックすることにより、順番を入れ替えます。

移動する発注先をクリック

上へ・下へ

発注先削除
発注先をクリック後、「削除」をクリックすると、確認のメッセージが表示されますので、削除してよい場合は「OK」をクリッ
クします。

削除

削除する発注先をクリック

明細マスターで使用中の発注先は、削除できません。
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単位マスター
単位マスターを編集します。
マスター設定ダイアログの単位マスターの

「編集」をクリックすると、単位マスターの
ダイアログが表示され、既存の単位が一覧表
示されます。

編集

単位マスター

単位マスターの使用場面
明細マスター

メイン画面

明細マスター
明細マスターの単位は、単位マスターから
選択します。

メイン画面
メイン画面では、明細の単位を変更する場
合に単位マスターから選択します。
単位をダブルクリックすると、単位一覧が
表示されます。

単位マスターから選択

単位マスターから選択

構成品マスター
構成品マスターの単位は、単位マスターから
選択します。

構成品マスター

単位マスターから選択
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単位マスター編集

単位マスターのダイアログにて、単位の新規追加、名称変更、表示順移動、削除が可能です。

単位追加
単位を新規追加します。以下のように操作します。

①追加先を指定
＊追加先は指定しなくてもかまいません。
　追加先を指定しない場合は、最後に追加されます。

②「追加」をクリック
＊単位追加の画面が表示されます。

③追加する単位を入力
＊以下の例では、「㎠」と入力しています。

④「OK」をクリック
＊選択単位の次に追加されます。

２

３

４

選択単位の次に追加

単位名変更
単位名を変更します。以下のように操作します。

①単位名変更する単位を選択
＊右の例では、「㎠」を選択しています。

②「変更」をクリック
＊単位名変更の画面が表示されます。

③単位名を変更し、「OK」をクリック
＊単位名が変更されます。

１

２

３

１
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単位削除
単位をクリック後、「削除」をクリックすると、確認のメッセージが表示されますので、削除してよい場合は「OK」をクリッ
クします。

削除する単位をクリック

削除

単位上下移動

単位をクリック後、 ( 上へ ) または ( 下へ ) を

クリックすることにより、順番を入れ替えます。

移動する単位をクリック

上へ・下へ

明細マスター、構成品マスターで使用中の単位は、
削除できません。
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インポート・エクスポート
マスターをバックアップしたり、他の PC に転用する場合は、インポート・エクスポートを使用します。
ここでは、PC に保存したデータを他の PC に移動後、インポートする場合について説明します。

１

３

４

５

６

２

エクスポート (PC 保存 )

マスターを PC に保存します。
複数のマスターが作成されている場合は、保存するマスターを指定できます。
また、会社マスター、担当者マスターも同時に保存できます。

①マスター設定ダイアログの「エクスポート」をクリック
＊保存先選択の画面が表示されます。

②「PC 保存」をクリック
＊エクスポートの画面が表示されます。

③エクスポートするマスターを指定
＊以下の例では、「会社・担当者マスター」と「マスター自社仕様 A」を指定しています。

④「エクスポート」をクリック
＊エクスポートファイルを保存の画面になります。

⑤保存先、ファイル名を設定し、「保存」をクリック
＊保存先の初期設定は、A's インストール先の「DATA」フォルダーです。
＊ファイル名の初期設定は、「MSMaster ○○○○○○○○ .msb」（○○○○○○○○は日付）です。

⑥処理後、「エクスポートが完了しました」と表示されるので、「OK」をクリック

弊社のデータ共有サービス「Madric Drive」に保存することで、マスターをクラウド上で共有し、
一元管理が可能です。詳細は、第 5 章「Madric Drive 連携」をご覧ください。

Madric Drive 保存



－ 106 －

madric success マニュアル

インポート (PC から )

エクスポートしたマスターを読み込んで適用します。

１

４

３

５

２

①マスター設定ダイアログの「インポート」をクリック
＊インポート元選択の画面が表示されます。

②「PC から」をクリック
＊インポートファイルを選択の画面が表示されます。

③インポートするファイルを指定し、「開く」をクリック
＊インポートの画面に、インポート元とインポート先の確認が表示されます。
＊新規追加されるマスターは赤文字、更新されるマスターは青文字で表示されます。

④インポートを実行してよい場合は、「インポート」をクリック
⑤処理後、「インポートが完了しました」と表示されるので、「OK」をクリック

インポートの前に、インポートするマスターの保存先とファイル名をご確認ください。
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５ Madric Drive 連携

madric success の Madric Drive 連携について説明します。
madric success の各種マスターやデータを、Madric Drive に保存でき、管理および共有できます。
また、見積書の PDF 出力データを、お施主様も閲覧可能なコンテンツとして提供することもできます。

Madric Driveは、madric successがインストールされていない環境でも動作させることができます。
コンテンツ管理のインポート・エクスポート、および専用ページ作成・管理作業が可能です。

Madric Drive 単独版について

madric success には、Madric Drive が標準搭載されています。
madric success の契約プランに応じて、Madric Drive の保存容量が異なります。

Madric Drive を標準搭載

・マスター
・見積データ
・PDF データ PDF データは、

お施主様の PC・タブレット・
スマートフォンで閲覧可能

クラウド保存 マスター、見積データを
管理、共有
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マスターの共有
madric success のマスターを Madric Drive の領域へアップロードし、そこからインポートできます。
同じ Madric Drive のアカウントを使用する範囲で、マスターの受け渡しが可能です。

エクスポート ( クラウド保存 )

マスターを Madric Drive の領域へアップロードします。
複数のマスターが作成されている場合は、保存するマスターを指定できます。
また、会社マスター、担当者マスターも同時に保存できます。

①マスター設定ダイアログの「エクスポート」をクリック
＊保存先選択の画面が表示されます。

②「クラウド保存」をクリック
＊ Madric Drive のログイン画面が表示されます。

③使用者の ID・パスワードを入力し、「ログイン」をクリック
＊エクスポートの画面が表示されます。

④マスターファイル名を入力
＊以下の例では、「テスト」と入力しています。必要に応じて、メモを入力します。

⑤エクスポートするマスターを指定
＊以下の例では、「会社・担当者マスター」と「マスター自社仕様 A」を指定しています。

⑥「エクスポート」をクリック
⑦処理後、「エクスポートが完了しました」と表示されるので、「OK」をクリック

１

３

７

２

使用者の ID・パスワードとは、総合管理システムで
登録したものです。管理者の方にご確認ください。
また、ご自身で確認・変更できる場合もあります。
詳細は、Madric Drive のマニュアル・ヘルプをご覧
ください。

使用者の ID・パスワードとは

４

６

５
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インポート ( クラウドから )

Madric Drive の領域へアップロードしたマスターを読み込んで適用します。

①マスター設定ダイアログの「インポート」をクリック
＊インポート元選択の画面が表示されます。

②「クラウドから」をクリック
＊ Madric Drive のログイン画面が表示されます。

③使用者の ID・パスワードを入力し、「ログイン」をクリック
＊インポートファイルを選択の画面が表示されます。

④インポートするファイルを指定し、「インポート」をクリック
＊インポートの画面に、インポート元とインポート先の確認が表示されます。
＊新規追加されるマスターは赤文字、更新されるマスターは青文字で表示されます。

⑤インポートを実行してよい場合は、「インポート」をクリック
⑥処理後、「インポートが完了しました」と表示されるので、「OK」をクリック

１

３
２

５

４

６
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Madric Drive でマスター管理

Madric Drive の領域へアップロードされたマスターは、「総合管理システム」上でメンテナンスができます。

総合管理システムへのログイン方法は、ここでは説明を省略させていただきます。
Madric Drive のマニュアル、ヘルプをご覧ください。

総合管理システムにログインし、DB 管理の「success」をクリックします。
アップロードされているマスターの一覧が表示されます。
それぞれの「編集」をクリックすると、マスター編集のダイアログが表示されます。
削除、表示 ON/OFF 設定 、メモの記入ができます。

success

編集

表示 ON/OFF は、madric success でのマスターのインポート
（クラウドから）時の設定です。
「表示する」を OFF( ) にすると、インポート（クラウドから）
時に表示されません。
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見積データの共有
madric success の見積データ (*.mit) を Madric Drive の領域へアップロードし、そこからダウンロードできます。
同じ Madric Drive のアカウントを使用する範囲で、見積データ (*.mit) の受け渡しが可能です。
madric success で直接ダウンロード・アップロードすることもできます。

コンテンツのインポート・
ダウンロードでローカルと
入出力可能

通常の「開く」「保存」で
ローカルのファイル保存、
読込が可能

開くとき、Madric Drive から
見積データ (*.mit) をダウンロード

保存時に
見積データ (*.mit) をアップロード

madric success でダウンロード

madric success で Madric Drive から見積データ (*.mit) をダウンロードする場合は、以下のように操作します。

① madric success のスタート画面の「開く」をクリック
＊見積データの読込先選択の画面が表示されます。

②「クラウドから」をクリック
＊ Madric Drive のログイン画面が表示されます。

③使用者の ID・パスワードを入力し、「ログイン」をクリック
＊見積データ選択の画面が表示されます。

④見積データを選択し、「OK」をクリック
＊見積データが読み込まれ、見積書編集の画面が表示されます。

１
３２

４
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見積データ (*.mit) の排他制御
Madric Drive からダウンロードして編集中の見積データ (*.mit) は、Madric Drive では「編集中」としてロックされます。

・ファイル名変更、削除、エクスポートはできません。
・madric success から開くことはできません。

上記の操作を選択した際には、警告メッセージが表示されます。

madric success で編集中
Madric Drive での表示

編集中を表示

madric success でアップロード

クラウドデータの場合
Madric Drive からダウンロードした見積データ (*.mit) を、madric success にて編集後は、「ファイル」⇒「クラウド保存」、
または「名前を付けてクラウド保存」を選択します。

クラウド保存 ･･･････････････ 上書き保存されます
名前を付けてクラウド保存 ･･･ ファイル名を変更して、別データとして保存できます。

名前を付けてクラウド保存

＊施主名、プラン名は変更できません。

クラウドデータを開いているときは、ローカルへの保存はできません。

＊ Madric Drive での表示に反映されない場合は、
更新アイコン  をクリックしてください。
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ローカルデータの場合
Madric Drive からダウンロードした見積データ (*.mit) ではなく、madric success で新規作成した見積書、または PC か
ら読み込んだ見積書は、「ファイル」⇒「名前を付けてクラウド保存」を選択することで、Madric Drive にアップロードが
可能です。

①「ファイル」⇒「名前を付けてクラウド保存」を選択
＊ Madric Drive のログイン画面が表示されます。

②使用者の ID・パスワードを入力し、「ログイン」をクリック
＊事前にログイン済みの場合は、省略されます。
＊クラウド保存の画面が表示されます。

③施主名、プラン名を選択し、ファイル名を入力
④「OK」をクリック

＊見積書が Madric Drive のコンテンツとしてアップロードされます。

２

１

３

４

ローカルデータを開いているときは、従来
どおりローカルへの保存（「上書き保存」、

「名前を付けて保存」）もできます。

＊コンテンツ一覧に、アップロードした見積書が追加されています。

Madric Drive を開いた状態で madric success を開くまたは終了した場合、
Madric Drive での表示は自動更新されません。
更新アイコン  をクリックすると、最新の状態に更新します。
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Madric Drive でインポート

保存した見積データ (*.mit) を、Madric Drive でインポートします。
フォルダー、ファイルを指定してインポートすることができます。

①「コンテンツ」を開き、物件一覧からインポート対象の施主名・物件名称を選択
②「インポート」をクリック

＊インポートのダイアログが表示されます。
＊インポートできないファイルリストが用意されていますので、ご確認ください。

③「選択」をクリック
④フォルダー、ファイルを指定し、「選択」をクリック

＊以下の例では、「西泉太郎様邸新築工事 .mit」を選択しています。
⑤インポートのダイアログに戻るので、「OK」をクリック

＊インポートが実行され、コンテンツ一覧に見積データが追加されます。

＊コンテンツ一覧に、インポートした
見積データが追加されています。

４

1

２

見積データ

３

インポートできないファイルリスト

クリックすると、該当するヘルプページが
表示されます。

５
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Madric Drive でエクスポート

コンテンツに追加した見積データ (*.mit) を、Madric Drive でエクスポートします。

①「コンテンツ」を開き、エクスポートする見積データ (*.mit) を選択
②「エクスポート」をクリック

＊名前を付けて保存のダイアログが表示されます。
③保存先、ファイル名を設定し「保存」をクリック

＊以下の例では、デスクトップに「見積データ」フォルダーを作成し、保存先に指定しています。
＊ファイル名は、見積データ (*.mit) のまま（ここでは「西泉太郎様邸新築工事 .mit」）にしています。

④エクスポート処理後、メッセージが表示されるので、「閉じる」をクリック

1

２

３

４

見積データ

見積名
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①「Madric Drive」にて、既存プランの「作図」
をクリック

＊この例では、「西泉　太郎」のプランから
「トレーニング」を選択しています。

＊プラン起動の確認画面が表示されます。
②「OK」をクリック

＊ A's が起動し、物件概要が表示されます。

１

３

③「建具部材指定配置」についてメッセージが
表示された場合は、内容をご確認の上「OK」
をクリック

④物件概要の「OK」をクリック

２

PDF データのクラウド保存
madric success で保存した見積書の PDF データを、Madric Drive のコンテンツとしてアップロードします。
アップロード方法は、基本的には見積データ (*.mlt) と同じです。以下の 2 つがあります。

・ A's から連携して起動した madric success で、 PDF の保存先を「DATA」フォルダーとした場合、 
 A's の保存終了時に、その他のコンテンツとともに、 Madric Drive にアップロードする

・ Madric Drive のコンテンツ管理で、「インポート」により PDF データをアップロードする
 フォルダー、ファイルを指定してアップロードが可能

A's の保存終了時にアップロード

Madric Drive の既存プラン編集から A's を起動し、madric success にて PDF データを保存後、Madric Drive にアップロー
ドするまでを、トレーニング形式で説明します。

Madric Drive の既存プラン読み込み

４
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以後の操作は、プラン図、屋根伏図は、入力済みであることを前提に説明しています。

madric success の起動

クイックメニュー、またはメインメニューの ( 営業見積 )
をクリックします。

＊メインメニューでは「見積・積算」タブにあります。

営業見積
営業見積

見積・積算

madric success が起動し、見積書概要のダイアログが表示さ
れます。
見積書概要を入力し、「見積作成」をクリックしてください。
見積書作成後、madric success のメイン画面が表示されます。

＊見積書概要の詳細は、第 2 章「見積書概要」をご覧ください。

見積作成

＊見積書編集の詳細は、第 3 章「見積書作成」をご覧ください。
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PDF 保存
見積書を PDF データとして保存します。

① ( 印刷 ) をクリック、または「出力」⇒「印刷」を選択

＊印刷設定のダイアログが表示されます。
②印刷形式等を設定
③「PDF 保存」にチェック ( ) を入れる
④「保存」をクリック
⑤処理後、「PDF 保存が完了しました。」と表示されるので、「OK」をクリック

１

２

３

４

５

保存先は、A's インストール先の「DATA」フォルダーです。
ファイル名は、見積書情報の見積名が入力されている場合は、

「見積名＋見積書＋日時」になります。
見積名が入力されていない場合は、「見積書＋日時」になり
ます。

保存先、ファイル名

「PDF 保存」にチェックを入れない場合は、「保存」ボタンが 
「印刷」ボタンになります。
「印刷」をクリックすると、既定のブラウザに見積書がプレ
ビューされます。
ブラウザの印刷で、送信先を「PDF に保存」に設定すると、
保存先、ファイル名を指定して、PDF ファイルに保存する
ことができます。

プレビュー後に PDF 保存も可能

印刷
madric success の終了

PDF データ保存後は、madric success を終了してください。
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A's を保存して終了
madric success にて PDF データを保存後、A's を保存して終了します。

①クイックメニュー、またはメインメニューの ( 終了 ) をクリック
＊終了の画面が表示されます。

②「上書きで保存して終了」が選択されていることを確認
③コンテンツ保存設定は、「Madric Drive に保存する」が選択されていることを確認
④「OK」をクリック

＊ファイル選択の画面が表示されます。
⑤保存した PDF データにチェックが入っていることを確認
⑥「決定」をクリック

1

４

２

３

５

６

コンテンツ管理

PDF データ

＊保存処理後、Madric Drive に戻ります。
＊「コンテンツ管理」をクリックして確認すると、アップロードした PDF データが追加されています。

＊ PDF データの  をクリックすると、ブラウザ上で

PDF データを開いて、確認することができます。

A's インストール先の「DATA」フォルダーに
保存された PDF データがアップロード対象に
なります。

アップロード対象
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Madric Drive でインポート

保存した PDF データを、Madric Drive でインポートします。
フォルダー、ファイルを指定してインポートすることができます。

①「コンテンツ」を開き、物件一覧からインポート対象の施主名・物件名称を選択
②「インポート」をクリック

＊インポートのダイアログが表示されます。
＊インポートできないファイルリストが用意されていますので、ご確認ください。

③「選択」をクリック
④フォルダー、ファイルを指定し、「選択」をクリック

＊以下の例では、「西泉太郎様邸新築工事見積書 0622094223.pdf」を選択しています。
⑤インポートのダイアログに戻るので、「OK」をクリック

＊インポートが実行され、コンテンツ一覧に PDF データが追加されます。

＊コンテンツ一覧に、インポートした
PDF データが追加されています。

４

1

２

PDF データ

３

インポートできないファイルリスト

クリックすると、該当するヘルプページが
表示されます。

５
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Madric Drive で公開

コンテンツ追加
例えば、専用ページが既に作成されている場合は、コンテンツ追加を実行します。

以後は、Madric Drive にて、専用ページにアップロードして公開します。
詳細につきましては、Madric Drive のマニュアル・ヘルプをご覧ください。

① Madric Drive にて、「専用ページ」を表示
②コンテンツを追加する専用ページの「編集」

をクリックし、「コンテンツ追加」を選択
③ PDF データをクリック
④「OK」をクリック

１

２

３

４

【管理者用】専用ページ
コンテンツ追加後は、専用ページで表示することができます。専用ページには、【管理者用】と【お客様用】があります。

【管理者用】専用ページは、以下のように表示します。

①コンテンツを追加した専用ページの を
　クリック

＊ログイン画面が表示されます。
②担当者の ID とパスワードを入力し、「ログイ

ン」をクリック
＊【管理者用】専用ページが表示されます。
＊ブラウザ上で PDF データを開いて、確認

することができます。

２

担当者の
ID・パスワード

担当者
１

PDF データ
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③ PDF データのサムネイルをクリック
＊ダウンロードページになります。

④ PDF データのサムネイルをクリック
＊別ブラウザに PDF が表示され、スクロールしたり、

ページを切り替えて確認できます。

３

４

【お客様用】専用ページ－ PC 版
【お客様用】専用ページは、PC、タブレット、スマートフォンに適応しており、それぞれの端末に応じた表示になります。
PC では、メールを受信し、メール内の URL から【お客様用】専用ページを表示します。

①メールに表示されている URL をクリック
＊パスワード無の場合は、すぐに【お客様用】専用ページが表示されます。

②パスワード有の場合は、パスワードを入力し、「ログイン」をクリック
＊【お客様用】専用ページが表示されます。

メール受信の例

専用ページの URL

パスワード

１

パスワード有の場合

２
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【お客様用】専用ページ－スマートフォン版
スマートフォンでは、メール（または LINE）を受信し、メール（または LINE）内の URL から【お客様用】専用ページを
表示します。以下は、メール受信の例です。

①メールに表示されている URL をタップ
＊パスワード無の場合は、すぐに【お客様用】専用ページが表示されます。

②パスワード有の場合は、パスワードを入力し、「ログイン」をタップ
＊【お客様用】専用ページが表示されます。

③ PDF データのサムネイルをタップ
＊ダウンロードページになります。

④ PDF データのサムネイルをタップ
＊ PDF が表示され、スクロールして確認できます。

４

３

メール受信の例

専用ページの URL

パスワード

１

パスワード有の場合

２
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madric success 単独起動の場合
A's がインストールされていない環境で、madric success から Madric Drive 連携を利用する場合について説明します。

マスター・見積データの共有は、madric success 単独起動の場合も、A's 連携の場合と同じです。
madric success にて、マスターのインポート・エクスポート、および見積データのアップロード・
ダウンロードが可能です。

マスター・見積データの共有について

Madric Drive の起動

デスクトップのショートカット (Madric Drive) をダブルクリックします。

ログイン画面が表示されますので、使用者の ID・パスワードを入力し、「ログイン」をクリックしてください。
Madric Drive の物件データ管理が起動します。

デスクトップの画面表示は、ご使用のパソコンにより異なる場合があります。

ダブルクリック
使用者の
ID・パスワード

使用者の ID・パスワードとは、総合
管理システムで登録したものです。
管理者の方にご確認ください。
また、ご自身で確認・変更できる場
合もあります。
詳細は、Madric Drive のマニュアル・
ヘルプをご覧ください。

使用者の ID・パスワードとは

新規物件の作成

Madric Drive では、物件ごとに見積書等のデータを保存します。
物件一覧の「新規」をクリックすると、物件情報が表示されますので、物件情報を入力します。

「施主名・物件名称」は必須項目なので、以下の例では「田中　三郎」と入力しています。
「登録」をクリックすると、物件一覧に「田中　三郎」が表示されます。
「田中　三郎」様邸の見積書等のデータを保存できる領域ができました。

新規
施主名・物件名称
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コンテンツのインポート

新規作成した物件のコンテンツに、madric success で保存した見積データ (*.mit)、PDF データをインポートします。
インポートの操作は、A's 連携の場合と同じです。（⇒【P.114】参照）
以下は、見積データ (*.mit)、PDF データをインポートした例です。

インポートしたデータ

PDF データの公開

コンテンツにインポートした PDF データは、専用ページにアップロードして公開することができます。
公開の操作は、A's 連携の場合と同じです。（⇒【P.121】参照）

コンテンツ
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